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文化の風とあそぶ～みつめる・こえる・つなげる文化の風とあそぶ～みつめる・こえる・つなげる

笛吹市

山梨市
丹波山村

小菅村

大月市
上野原市

西桂町

甲州市

道志村

都留市

忍野村

山中湖村鳴沢村
富士吉田市

富士河口湖町

早川町

市川三郷町

北杜市

甲
斐
市

甲
府
市

富士川町

南アルプス市

韮崎市

中央市

昭和町

身延町

南部町

大月市 

上野原市

道志村

西桂町

忍野村

山中湖村

鳴沢村

富士河口湖町

小菅村

丹波山村

秀麗富嶽十二景写真フェスティバル、人形芝居フェスティバル　ほか

じょいそーらんフェスティバル【春】、長寿食文化の祭典

ふるさと生活文化フェスティバル

信仰の山　三ツ峠登山ツアー

絵手紙フェスティバル

きららジュニアバンドフェスティバル in 山中湖、山中湖俳句大会

つつじフェスタ

Mt.Fuji河口湖ジャズフェスティバル、吹奏楽の祭典、富士山の麓で第九演奏会　ほか

郷土芸能フェスティバル

ふれあい歌謡フェスタ in たばやま

市町村
内　容

《冬のオープニングウィーク》 　1月12日～1月20日
開幕式（創作総合舞台）
幕絵・道祖神祭り展
やまなし発見フォーラム「日本の道祖神」ほか

《春のオープニングウィーク》　4月6日～4月14日
大フットパス祭り出発式
やまなし春の花フェスティバル
やまなし発見フォーラム「戦国文化を探る」ほか

～山梨県主催事業～

～市町村主催事業～

韮崎市

北杜市

甲斐市

昭和町 子ども太鼓フェス
ティバル

中央市 ハンドクラフト展、
美術展「写真」

南アルプス市

早川町

富士吉田市

都留市
身延町

南部町
富士川町

■山梨県および県内市町村事業についての詳細は
国民文化祭・やまなし2013HPへ
http://yamanashi-kokubunsai. jp/

《夏のオープニングウィーク》 　6月30日～7月7日
サマーカーニバル
東京からの富士山登山
やまなし発見フォーラム「富士山と文化」ほか

《秋のグランドステージ》 　10月26日～11月10日
総合フェスティバル(開会式)
文化まるごとフェスティバル
やまなし発見フォーラム「やまなしの実り」ほか

　
笛
吹
市
は
、
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
四
季
の
変
化
に
富
ん
で
い
た
こ
と

か
ら
、
古
く
よ
り
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
末
期
に
な
る
と
、
毎
月
の
句

会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
俳
壇
の
巨
匠 

飯
田
蛇
笏
・
龍
太
が

境
川
町
を
拠
点
に
創
作
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
宮
町
で
は
詩
人
・
堀
内
幸
枝
が

詩
誌
︵
し
し
︶﹁
葡
萄
︵
ぶ
ど
う
︶﹂
を
主
宰
し
、
数
多
く
の
詩
集
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　平成25年1月12日の甲州市道祖神まつりを皮切り
に、平成25年11月10日まで、山梨県および県内市町
村で様々なジャンル(民俗芸能、民謡、音楽、演劇、
文芸、美術、生活文化)の文化・芸術イベントが79事
業、開催されます。

　笛吹市では、市独自事業として「いさわ鵜飼」「甲斐国千年の都の文化財巡り」「いにし
えの華―やまなしの縄文展」の３事業を、昭和61年の東京大会から開催している継続事
業として、「現代詩の祭典」「文芸祭俳句大会」の２事業を開催します。

日本舞踊の祭典、
文 芸 祭「漢 詩」、
邦楽の祭典　ほか

朗読フェスティバ
ル、ダンススポー
ツフェスティバル、
小学生吹奏楽フェ
スティバル　ほか

合唱の祭典、南ア
ルプスミニチュア版
画展、大正琴の祭
典　 ほか

富士山絵画展、
マーチングバンド・
バトントワーリング
の祭典　ほか

都留市ふれあい全
国俳句大会、シニ
アコーラスの祭典
ほか

小倉百人一首かるた競技全国大会イ
ンみのぶ、美術展「工芸」　ほか

囲碁サミット2013in
北杜、金田一春彦
ことばの学校、ジュ
ニアコーラスの祭
典inほくと　ほか

市川三郷町 美術展『書』　ほか

フォッサマグナの恵み体感ツアー

和太鼓の祭典、山車巡行祭り

地歌舞伎の祭典

国民文化祭

山梨市

甲州市

文芸祭短歌、大茶会　ほか

甲州市道祖神まつり、民俗芸能の祭典　ほか

水
澄
み
て

　
　

四
方
に
関
あ
る
甲
斐
の
国　

龍
太

　
　

芋
の
露
連
山

　
　
　
　

影
を
正
し
う
す　

蛇
笏

飯田蛇笏・龍太親子二代にわたり句を詠んだ笛吹市境川町から望む甲府盆地の秋の風景　笛吹市は愛媛
県松山市と並び俳句の聖地と呼ばれています。

甲府市 大茶会、大華道展、演劇の祭典、民謡・民舞の祭典、洋舞フェスティバル、
文芸祭川柳、オーケストラの祭典　ほか
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　県立文学館に、俳人・
飯 田 蛇 笏 の 代 表 作 「 芋
の露連山影を正しうす」
を 刻 ん だ 句 碑 が 建 っ て
います。
　「連山（南アルプス連
峰）」と「芋の露」とい
う 、 静 と 動 、 遠 と 近 を
対 比 さ せ て 、 甲 府 盆 地
の 壮 大 な 景 色 を 描 写 し
た句で、「正しうす」と
い う 独 特 の 表 現 を 用 い
た こ と で 、 爽 や か な 秋
空 に 凛 と し て そ び え た
つ 山 並 み を 連 想 さ せ ま
す。
　さて、10月3日は蛇笏
の命日（「蛇笏忌」）にあ
た り ま す 。 こ の 秋 、 文
学館で没後50年にちな
ん だ 催 し が 始 ま り ま す
の で 、 郷 土 の 偉 人 を 偲
ん で 足 を 運 ん で み て は
いかがでしょうか。

俳人・飯田蛇笏の一周忌に建
立された句碑（平成4年に、舞
鶴城跡から県立文学館に移設）

伝統的な漁法「徒歩鵜」４世紀半ば過ぎに造られた岡・銚子塚古墳
（甲斐国千年の都の歴史のはじまり）

釈迦堂遺跡博物館の土偶
一宮町出身で詩誌『葡萄』

発行人／詩人・堀内幸枝さん
国文祭マスコット

カルチャくん
笛吹市俳句大会

▼
甲
斐
国
分
寺
跡
、
岡
・
銚
子
塚
古
墳
コ
ー
ス
　
史
跡
や
古
墳
を
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り

見
学
し
ま
す
。
○
日
程
　
平
成
25
年
10
月
12
日（
土
）

▼
芦
川
町
上
芦
川
地
区
コ
ー
ス
　
兜
づ
く
り
古
民
家
、
旧
関
所
跡
な
ど
日
本
の
原
風
景
を

ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
見
学
し
ま
す
。

　
○
日
程
　
平
成
25
年
10
月
13
日（
日
）

　
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
の
模
様
を
テ
ー
マ
に
展
示
し
、
そ
の
変
遷
や
模
様
に
込
め
ら
れ

た
思
い
を
探
り
ま
す
。

▼
特
別
展
　
特
別
展
の
ほ
か
、
講
演
会
、
土
器
・
土
偶
作
り
等
の
縄
文
体
験
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。　
○
日
程
　
平
成
25
年
10
月
19
日（
土
）〜
11
月
10
日（
日
）

　
○
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
吟
行
　
市
内
の
吟
行
地
を
巡
っ
て
俳
句
を
作
り
、
翌
日
の
俳
句
大
会
に
当
日
投
句
し
ま
す
。

　
○
日
程
　
平
成
25
年
11
月
2
日（
土
）　

○
場
所
　
山
蘆
、
岡
・
銚
子
塚
古
墳
、
甲
斐
国
分
寺
跡

▼
俳
句
大
会
　
全
国
お
よ
び
海
外
か
ら
事
前
に
俳
句
の
作
品
を
募
集
し
、
審
査
・
表
彰
し
ま
す
。

　
○
募
集
期
間
‥
平
成
25
年
4
月
〜
6
月
　
募
集
部
門
‥
①
一
般
　
②
小
・
中
・
高
校
生

表
彰
式
、
選
評
、
俳
句
講
演
会（
講
師
・
大
峯
あ
き
ら
）、
薩
摩
琵
琶
演
奏（
奏
者
・
友
吉
鶴
心
）

○
日
程
　
平
成
25
年
11
月
3
日（
日
）　
○
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
堀
内
幸
枝
の
詩
の
世
界
に
あ
そ
ぶ

　
黄
葉
し
た
ブ
ド
ウ
棚
の
下
で
、
一
宮
町
出
身
の
詩
人
・
堀
内
幸
枝
の
詩
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

�
詩
の
朗
読
（
一
宮
町
文
化
協
会
朗
読
部
ほ
か
）、
う
た
（
神
宮
寺
淑
子
、
コ
ー
ル
い
ち
の
み
や
）

　
○
日
程
�

平
成
25
年
10
月
26
日（
土
）
�

○
場
所
�

甲
斐
い
ち
の
み
や
金
桜
園

▼
文
芸
祭
現
代
詩
大
会

　
全
国
か
ら
詩
の
作
品
を
募
集
し
、
審
査
・
表
彰
し
ま
す
。

　
○
募
集
期
間
‥
平
成
25
年
4
〜
6
月
　
募
集
部
門
‥
①
一
般
　
②
小
学
生
　
③
中
・
高
校
生

　
表
彰
式
、
選
評
、
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
（
谷
川
俊
太
郎
&
覚
和
歌
子
）
、
笛
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
オ

マ
タ
タ
ツ
ロ
ウ
）、
コ
ー
ラ
ス
（
笛
吹
少
年
少
女
合
唱
団
、
い
さ
わ
女
声
合
唱
団
）

　
○
日
程
�

平
成
25
年
10
月
27
日（
日
）　
○
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

さ
ん
ろ

　
能
「
鵜
飼
」
の
舞
台
と
な
っ
た
鵜
飼
川
（
現
在
の
笛
吹
川
）
で
、
平
安
時
代
に
行
わ
れ

て
い
た
伝
統
的
な
漁
法
「
徒
歩
鵜
」
を
再
現
し
、
鵜
飼
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
徒
歩
鵜
実
演
、
鵜
匠
体
験
ほ
か

　
○
日
時
　
平
成
25
年
7
月
20
日
〜
8
月
18
日
の
水
・
木
・
土
・
日
曜
日
、
8
月
19
日
の

月
曜
日
　
○
場
所
　
市
役
所
前
河
川
敷

▼
小
中
学
生
鵜
飼
学
習
会
　
日
程
未
定
　
○
場
所
　
鵜
飼
山
遠
妙
寺
ほ
か

か
ち
う



日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

11月4日（日）

11月1日（木）
～

11月3日（土）

11月2日（金）

作品展示

作品展示

似顔絵コーナー

お茶会

芸能フェステバル

ダンスパーティー 午後6時30分～8時30分

午前9時～午後6時
（3日は午後3時まで）

午後2時～4時

午前10時30分～午後4時

午後1時～4時30分

スコレーセンター
１階　集会室・ロビー

スコレーセンター
２階アートギャラリー

１階　ロビー

スコレーセンター１階ロビー

スコレーセンター
１階　集会室

スコレーセンター
１階　集会室

俳句・川柳・絵画・短歌・書道・
陶芸・郷土研究・盆哉・彫金・き
り絵・レザークラフト・一般応募
作品など

日本刀保存研究・書道・写真

絵画部員の描く似顔絵をプレゼント
※どなたでも参加できます。

11月3日（土） 囲碁大会 午前9時30分～午後4時 スコレーセンター１階会議室 囲碁・一般参加

茶道

コーラス・邦楽・マンドリン・三味線
舞踊・詩舞吟詠・朗読・社交ダンス

スコレーダンス　一般参加者
※申込不要・参加無料

10月27日(土)

10月28日（日）

11月4日(日)

11月10日（土）

10月25日（木）
～

10月28日（日）

お茶会

親善囲碁大会

芸能発表会

ダンスパーティー

午前9時～午後4時

午前9時から

午前9時から

午後7時から

午前9時～午後5時
（28日は午後3時まで）

農村環境改善センター
多目的ホール

農村環境改善センター
多目的ホール

農村環境改善センター
多目的ホール

農村環境改善センター
和�室

農村環境改善センター
和�室

盆栽・絵画・ちぎり絵・古文書・
書道・写真・押し花・郷土研究・
俳句・陶芸・華道・アメリカンフ
ラワーなど

茶道

囲碁

コーラス・舞踊・吟詠・朗読・津
軽三味線

社交ダンス

文化協会に加入されていない方でも出品できます。出品ご希望の方は、10月12日(金)までに御坂支所にお問い合わせください。
■問合せ先　御坂支所　地域課　文化祭担当　☎�055（262）2271

11月3日（土）

囲碁

将棋

お茶会

開会式典
芸能発表

作品展示

午前9時～午後4時

午前9時30分～午後3時

午前9時から

午前9時～午後4時

受付�午前9時
午前9時30分～午後5時

いちのみや桃の里
ふれあい文化館
多目的ホール

いちのみや桃の里ふれあい
文化館ロビーほか

いちのみや桃の里
スポーツ公園　体育館

いちのみや桃の里
ふれあい文化館　和室

いちのみや桃の里
ふれあい文化館　和室

いちのみや桃の里
ふれあい文化館　会議室

文化協会表彰・芸能発表開会式
（コーラス･詩吟・筝曲・舞踊・郷
土史・朗読・保育園太鼓部・中学
校ブラスバンド）

水石

絵画・華道・郷土史・写真・書道・菊
花・短歌・俳句・絵手紙・福寿会・押
し花・パッチワーク

参加資格：町内居住者（小・中学生
を含む）、勤務者

参加資格：町内居住者（一般･学生
を含む）、勤労者

茶道部　※一般参加自由

■問合せ先　一宮支所　地域課　文化祭担当　☎�0553（47）1111

作品部門では10月12日（金）まで作品を募集しています。　【俳句・川柳・短歌は10月5日(金)まで】
　応募資格　石和町に在住（勤務）している方
■応募・窓口　スコレーセンター　�☎�055(263)7959
■問合せ先　石和町文化協会　会長��島村鉄二����☎�055(262)6526

▼

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

俳句、川柳、書道、美術、写真、短歌、
華道、陶芸、パッチワーク、ちぎり絵、
レザークラフト、フラワーデザイン、
絵手紙、小・中・保育園作品

11月10日（土）
～

11月11日（日）

11月10日（土）

11月11日（日）

12月上旬

茶道

将棋

囲碁

軽音楽の夕べ

作品展示

合同発表

午前10時～午後4時

午後1時から

午後0時30分から

午後7時予定

午前9時～午後5時
（11日は午後3時30分
まで）

午前9時～午後4時

八代総合会館

若彦路ふれあいセンター

碁会所

八代総合会館

若彦路ふれあいセンター

八代総合会館
詩吟、舞踊、コーラス、大正琴、歌謡、
ダンス

一般参加（自由）

一般参加・小・中学生（自由）

一般参加（自由）

軽音楽・八代小学校金管バンド

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

10月28日（日）

10月27日（土）
～

10月28日（日）

10月27日（土）

作品展示

表彰式

芸能発表

体育大会

午前11時

午後1時～3時30分

午前9時～午後5時
（28日は午後2時30分
まで）

午前8時50分～
午後3時30分

境川スポーツセンター
体育館　境川総合会館

境川スポーツセンター
体育館

境川スポーツセンター
体育館

境川スポーツセンター
グラウンド

俳句・川柳・絵画・書道・写真・
盆栽・茶道・囲碁・陶芸・手芸・
押花・きり絵・煎茶・絵手紙・か
な習字・囲碁(大会)・その他団体

文化功労者・文化協会表彰・文化
祭優秀作品表彰

詩吟・邦楽・舞踊・大正琴・コー
ラス・その他団体

一般町民・体協・保育園・小中学
校・消防団・朗和会・その他団体

■問合せ先　境川総合会館　文化祭担当　☎�055（266）2014

10月27日（土）
～

10月28日（日）

10月27日（土） 舞台発表

囲碁大会

作品展

開催セレモニー
オカリナコンサート 午前9時～9時45分

午前9時50分～午後4時

午前10時～午後4時

午前9時～午後5時
（28日は午後4時まで）

春日居あぐり情報
ステーション　1階

春日居あぐり情報
ステーション　2階会議室等

春日居あぐり情報ステーシ
ョン　ハイビジョンホール

春日居あぐり情報ステーシ
ョン　ハイビジョンホール

春日居福祉会館2階
第3会議室

俳句・短歌・川柳・ちぎり絵・絵手紙・
盆栽・山野草・絵画・写真・郷土研究

詩吟･舞踊･民謡･民踊・吟剣詩舞･コー
ラス･郷土芸能・大正琴･箏曲・朗読

華道・一般参加作品

弓場さつきオカリナコンサート

囲碁・一般参加

■問合せ先　春日居支所　地域課　生涯学習コーディネーター　☎�0553（26）3111

11月18日（日）

11月17日（土）

11月17日（土）

11月18日（日）

11月17日（土）

音楽発表

開祭式

作品展示

午前9時～午後3時

正午～午後5時

午前9時～9時30分

午前10時～
午後4時30分

午前10時～午後4時30分

午前9時30分～午後4時30分

午前10時～午後3時

午前10時～午後3時

境川総合会館　大ホール

境川総合会館　大ホール

境川スポーツセンター
体育館

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　多目的ホール

いちのみや桃の里ふれあい文化館�多目的ホール

いちのみや桃の里ふれあい文化館�ロビー

いちのみや桃の里ふれあい文化館�ロビー

いちのみや桃の里ふれあい文化館�視聴覚室

境川総合会館　大ホール

境川総合会館　作法室

境川スポーツセンター�体育館

写真・絵画・書道・短歌・俳句・川柳・
華道・手芸・陶芸・盆栽・郷土研究・き
り絵・和紙ちぎり絵・絵手紙・かな習
字・押し花・アメリカンフラワー

コーラス・マンドリン・三味線・邦楽・
軽音楽・吟剣詩舞道など

将棋　一般参加申込先　スコレー
センター　☎055（263）7959

水石

舞踊

朗読

水石

囲碁

茶道

煎茶道

■問合せ先　（公財）ふえふき文化・スポーツ振興財団　文化祭担当　☎�055（263）7959

作品展示

将棋大会 午前10時～午後4時

午前10時～午後3時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～午後3時

舞踊発表

朗読発表

作品展示

囲碁大会

茶会

茶会

作品発表および芸能発表希望者は、10月31日(水）までに、ご連絡ください。
　応募先　八代町文化協会会長　横瀬公夫　☎�055（265）2884
■問合せ先　八代総合会館　文化祭担当　　☎�055（265）4011

▼



く
ろ
が
ね
の
秋
の
風
鈴
鳴
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
8
年
作
）

　
冬
瀧
の
き
け
ば
相
つ
ぐ
こ
だ
ま
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
16
年
作
）

　
『
山
廬
集
』
出
版
以
後
、
発
表
さ
れ

た
作
品
で
す
。
『
霊
芝
』
『
山
響
集
』
と

句
集
の
刊
行
が
続
き
、
さ
ら
に
、
随
筆

集
や
評
論
集
も
次
々
と
出
版
し
て
、
益
々

充
実
し
た
活
動
を
見
せ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
蛇
笏
の
後
半
生
は
、

次
々
と
苦
難
が
降
り
か
か
り
ま
し
た
。

　
昭
和
十
年
代
後
半
に
両
親
と
次
男
の

病
死
が
続
き
、
長
男
が
レ
イ
テ
島
で
戦

死
し
、
三
男
が
抑
留
さ
れ
て
い
た
外
蒙

古
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
悲
報
が
戦
後

に
届
き
ま
す
。
戦
中
、
頁
数
を
減
ら
し

な
が
ら
も
刊
行
を
続
け
て
い
た
「
雲
母
」

は
、
1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
5
月
か
ら

休
刊
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

60
歳
を
迎
え
た
蛇
笏
に
は
、
大
き
な
痛

手
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
悲
し
み
と
苦
難
を
蛇

笏
は
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。
俳
句
は

心
境
の
深
ま
り
を
増
し
、
同
時
に
こ
ま

や
か
な
艶
も
加
え
て
、
最
晩
年
ま
で
衰

え
る
こ
と
の
な
い
創
作
意
欲
を
持
ち
続

け
ま
し
た
。
「
雲
母
」
は
戦
後
い
ち
早

く
復
刊
し
、
四
男
の
龍
太
が
編
集
に
加

わ
っ
て
蛇
笏
を
助
け
ま
し
た
。

冷
や
や
か
に
人
住
め
る
地
の
起
伏
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
21
年
作
）

炎
天
を
槍
の
ご
と
く
に
涼
気
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
29
年
作
）

い
ち
早
く
日
暮
る
る
蝉
の
鳴
き
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
37
年
作
）

　
1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年
10
月
3
日
、

77
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
俳
句
の

発
表
は
続
き
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
年

の
「
雲
母
」
10
月
号
に
遺
作
と
し
て
発

表
さ
れ
た
次
の
作
品
に
は
、
最
晩
年
の

心
境
が
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
誰
彼
も
あ
ら
ず
一
天
自
尊
の
秋

　
今
回
の
展
示
で
は
、
文
学
館
が
こ
れ

ま
で
収
集
し
て
き
た
蛇
笏
の
直
筆
の
原

稿
・
書
画
・
書
簡
を
は
じ
め
、
関
係
著

作
・
写
真
な
ど
お
よ
そ
1
2
0
点
を
出

品
し
ま
す
。

　
代
表
作
「
芋
の
露
」
「
く
ろ
が
ね
の
」

な
ど
の
軸
装
や
短
冊
な
ど
に
は
、
蛇
笏

独
特
の
気
迫
が
満
ち
て
い
ま
す
。
俳
句

だ
け
で
な
く
「
自
然
」
「
清
而
静
」
な

ど
の
書
も
、
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
な
り

ま
す
。

　
原
稿
で
は
、
『
山
廬
集
』
序
文
原
稿

を
は
じ
め
、
句
集
『
心
像
』
『
雪
峡
』

の
原
稿
・
草
稿
、
め
ず
ら
し
い
小
説
「
石

を
砕
く
に
ほ
ひ
」
原
稿
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
「
石
を
砕
く
に
ほ
ひ
」
は
、
１
９

１
９
（
大
正
8
）
年
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
9

月
号
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
借
金
に
苦

し
み
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

く
主
人
公
の
男
の
心
理
が
、
息
が
詰
ま

る
よ
う
な
緊
張
感
を
も
っ
て
描
写
さ
れ

て
い
ま
す
。
俳
人
蛇
笏
の
別
の
一
面
を

知
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
さ
ら
に
N
H
K
甲
府
放
送
局
か
ら
提

供
さ
れ
た
、
蛇
笏
生
前
の
姿
を
記
録
し

た
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
様
々
な
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
蛇
笏
の
世
界
に
ふ
れ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
会
期

　
9
月
29
日
（
土
）
〜
11
月
25
日
（
日
）

※
休
館
日
　
10
月
1
日（
月
）、
9
日（
火
）、

15
日
（
月
）
、
22
日
（
月
）
、
11
月
19
日

（
月
）

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
室
は
午

後
4
時
30
分
ま
で
）

※
閲
覧
室
で
は
、
会
期
中
、
蛇
笏
の
著

書
・
関
連
雑
誌
な
ど
を
手
に
と
っ
て

閲
覧
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

（
入
場
無
料
）

▼
観
覧
料
　
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

○
一
　
　
般
　
3
1
0
円
（
2
5
0
）
円

○
大
・
高
生
　
　
2
1
0
（
1
6
0
）
円

○
中
・
小
生
　
　
　
1
0
0
（
8
0
）
円

※
11
月
20
日
（
火
）
県
民
の
日
は
無
料
。

※
そ
の
他
各
種
割
引
あ
り
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　
　
10
月
7
日
（
日
）
〜
11
月
25
日
（
日
）

の
間
の
毎
日
曜
日
お
よ
び
、
11
月
3

日
（
文
化
の
日
）
、
11
月
20
日
（
県
民

の
日
）
に
、
甲
府
駅
南
口
か
ら
県
立

美
術
館
・
文
学
館
ま
で
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
文
学
館

〒
4
0
0
―
0
0
6
5

甲
府
市
貢
川
1
―
5
―
3
5

☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
0
8
0

℻
0
5
5
（
2
2
6
）
9
0
3
2
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飯田蛇笏「芋の露連山影を正うす」額装

飯
田
蛇
笏「
く
ろ
が
ね
の
秋
の
風
鈴
鳴
り
に
け
り
」短
冊

飯田蛇笏「自然」軸装

飯田蛇笏1953（昭和28）年、
自邸で　撮影　藤川二郎

　　
近
代
俳
句
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

俳
人
飯
田
蛇
笏
が
亡
く
な
っ
て
、
こ
の

秋
50
年
を
迎
え
ま
す
。
県
立
文
学
館
で

は
蛇
笏
の
生
涯
と
、
作
品
の
魅
力
を
ふ

り
か
え
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
飯
田
蛇
笏
（
本
名
　
飯
田
武
治
）
は
、

1
8
8
5
（
明
治
18
）
年
、
山
梨
県
東
八

代
郡
五
成
村
（
現
・
笛
吹
市
境
川
町
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
山
梨
県
尋
常
中
学

校
を
中
退
後
上
京
し
、
京
北
中
学
校
に

転
入
、
そ
の
後
、
早
稲
田
大
学
英
文
科

に
入
学
し
ま
し
た
。

　
文
学
青
年
だ
っ
た
蛇
笏
は
、
雑
誌
に

新
体
詩
や
小
説
を
盛
ん
に
投
稿
す
る
一

方
、
早
稲
田
の
学
生
を
中
心
と
し
た
俳

句
会
に
入
り
、
高
浜
虚
子
の
指
導
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
虚
子
が
主
宰

す
る
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
句
会
に
も
参

加
し
て
頭
角
を
現
し
ま
す
が
、
小
説
へ

専
念
す
る
と
い
う
虚
子
の
宣
言
と
同
じ

頃
、
大
学
を
退
学
し
帰
郷
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　
飯
田
家
の
跡
取
り
で
あ
っ
た
蛇
笏
は

結
婚
し
、
境
川
村
小
黒
坂
を
生
涯
の
地

と
定
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
俳
句
へ
の

情
熱
は
冷
め
る
こ
と
が
な
く
、
句
作
は

続
け
て
い
ま
し
た
。
蛇
笏
が
ふ
た
た
び

注
目
を
集
め
る
の
は
、
虚
子
が
俳
壇
へ

復
帰
し
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
俳
句
欄

が
活
発
に
な
っ
た
大
正
初
年
の
頃
で
す
。

芋
の
露
連
山
影
を
正
う
す

　
こ
れ
は
1
9
1
4
（
大
正
3
）
年
、
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
11
月
号
で
虚
子
が
巻
頭
（
そ

の
月
の
最
優
秀
作
）
に
推
し
た
作
品
で
、

蛇
笏
の
代
表
作
と
し
て
最
も
良
く
知
ら

れ
て
い
る
一
句
で
す
。
里
芋
の
葉
に
お

い
た
白
露
と
、
遠
く
連
な
る
山
々
の
端

然
と
し
た
姿
。
二
つ
の
景
を
対
比
さ
せ
、

秋
の
爽
涼
と
し
た
大
気
、
雄
大
な
自
然

の
息
吹
を
描
い
て
い
ま
す
。
蛇
笏
は
こ

の
年
3
回
、
翌
年
は
5
回
も
巻
頭
を
と

り
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
代
表
的
な
俳

人
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
1
9
1
5
（
大

正
4
）
年
、
愛
知
県
で
「
キ
ラ
ゝ
」
と

い
う
小
さ
な
俳
句
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
ま

し
た
。
蛇
笏
は
、
こ
の
雑
誌
の
俳
句
投

稿
欄
の
選
を
第
2
号
か
ら
担
当
し
ま
す
。

こ
れ
が
、
の
ち
に
蛇
笏
の
主
宰
誌
と
な

る
「
雲
母
」
で
す
。
様
々
な
紆
余
曲
折

を
経
て
、
蛇
笏
が
編
集
・
発
行
人
と
な

り
自
宅
を
「
雲
母
」
発
行
所
と
し
た
の

は
、
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
の
末
。
そ

の
頃
に
は
、
蛇
笏
の
指
導
を
仰
ぎ
た
い

と
い
う
会
員
が
広
が
っ
て
「
雲
母
」
は

大
き
な
雑
誌
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

蛇
笏
は
会
員
た
ち
の
指
導
の
た
め
、
県

内
・
県
外
を
問
わ
ず
に
出
か
け
る
多
忙

な
日
々
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
蛇
笏
が
第
一
句
集
『
山
廬
集
』
を
刊

行
し
た
の
は
、
1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年

12
月
。
47
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
序

文
の
書
き
出
し
で
蛇
笏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。

「
な
に
が
世
の
な
か
で
最
も
地
味
な

為
事
か
と
い
っ
て
、
俳
句
文
芸
に
た

ず
さ
わ
る
ほ
ど
な
地
味
な
も
の
は
外

に
あ
る
ま
い
と
思
う
。
」

そ
し
て
、
芭
蕉
が
生
前
に
自
身
の
句
集

を
一
冊
も
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
例
に

挙
げ
な
が
ら
、
俳
句
と
い
う
文
芸
の
表

側
は
「
果
敢
な
げ
な
深
沈
た
る
も
の
」

で
あ
る
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、

芭
蕉
の
心
の
内
の
豊
か
さ
に
思
い
を
及

ぼ
し
て
、

「
私
は
、
少
年
の
頃
か
ら
そ
れ
を
古

金
襴
を
見
る
よ
う
な
気
持
で
な
が
め

て
来
た
。
い
つ
し
か
、
自
分
の
生
活

が
そ
の
古
金
襴
の
く
す
ん
だ
微
光
を

追
う
て
、
俳
句
生
活
に
入
っ
て
い
る

こ
と
が
自
覚
さ
れ
た
。
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
俳
句
に
は
、
「
古

金
欄
」
の
よ
う
な
、
か
す
か
で
は
あ
る

が
歳
月
を
こ
え
て
光
り
続
け
る
、
繊
細

で
魅
惑
に
満
ち
た
輝
き
が
あ
る
こ
と
、

自
分
は
そ
れ
に
一
生
を
賭
け
る
の
だ
と

い
う
決
意
が
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

を
り
と
り
て
は
ら
り
と
お
も
き
す
す

き
か
な
　
　
　
　
　
（
昭
和
4
年
作
）

た
け
は
る

さ
ん
ろ
し
ゅ
う

し
ご
と

ご
せ
い

は
　
か

こ

き
ん
ら
ん

び
こ
う



�　季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
?

　
毎
年
冬
季
に
流
行
を
繰
り
返
し
、
健

康
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
感
染

症
で
す
。
突
然
の
高
熱
、
節
々
の
痛
み
、

全
身
の
だ
る
さ
な
ど
で
始
ま
り
、
普
通

の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
の
症
状
が
強
く
、

気
管
支
炎
や
肺
炎
を
併
発
し
重
症
化
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
や
、
呼

吸
器
、
心
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
を
持

つ
人
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
死

亡
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
十
分
注
意
が
必
要

で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に

は
?

　
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
人
混

み
を
避
け
る
こ
と
、
家
に
帰
っ
た
ら
手

洗
い
、
う
が
い
を
す
る
こ
と
、
十
分
に

休
養
、
栄
養
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
流
行
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

あ
ま
り
我
慢
し
な
い
で
早
め
に
診
察
を

受
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

�
�
�
�

　　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
義
務

で
は
な
く
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
行
う

も
の
で
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

医
師
と
相
談
し
て
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
の
12
月
上
旬
ま

で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

○
65
歳
以
上
の
市
民

↓
市
か
ら
『
笛
吹
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
予
診
票
』
を
郵
送
し
ま

す
。

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
心
臓
、

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自

己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す

る
方
や
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
障
害
を
有
す
る

方↓
手
続
が
必
要
で
す
。
主
治
医
と
相

談
の
う
え
健
康
づ
く
り
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間
　
10
月
1
日
〜
平
成
25
年

1
月
31
日
（
実
施
期
間
中
に
65
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
人
は
、
誕
生
日
の

前
日
か
ら
残
り
の
期
間
と
な
り
ま
す
）

▼
接
種
場
所
　
市
と
契
約
し
て
い
る
医

療
機
関
（
こ
の
医
療
機
関
名
は
予
防

接
種
予
診
票
に
同
封
さ
れ
て
い
る
一

覧
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

※
必
ず
事
前
に
予
約
を
行
い
、
指
定
日

に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
費
用

　
接
種
費
用
の
う
ち
2
0
0
0
円
が

市
か
ら
助
成
（
1
人
1
回
限
り
）
さ

れ
ま
す
。

　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
費
用
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
差
額
分
が
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

※
接
種
の
際
に
は
、
市
か
ら
届
い
た
予

診
票
を
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い

る
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　８月号でご紹介した、６カ月で体重-4kg・腹囲-5.7cmと、大幅な改善に成
功したYさんの取り組みの第２回目です。今回はYさんの特定保健指導を受ける
前の食生活の様子をお伝えします。
　Yさんは朝食６時半、昼食12時半、夕食午後７時と規則正しく食事を摂って
います。

■問合せ先　国民健康保険課
　☎�055（262）4111

　朝食は必ずこのメニュー

・食パン１枚（６枚切）にチーズ

・自家製野菜ジュース（人参・バナナ・りんご・キャベツ・シソ・無糖ヨーグルト・豆乳など）

　
医
療
費
は
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
増
え
続
け

れ
ば
、
国
保
税
で
の
皆
さ
ん
の
負
担
が

今
以
上
に
重
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
は
、
自
己
負
担
額
の
軽
減
や
国
保
財

政
の
健
全
化
に
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
?

　
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
最
近

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と
は
、
先
発
医
薬

品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販

売
さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。
先
発
医
薬
品

と
同
じ
有
効
成
分
で
同
じ
効
能
・
効
果

を
持
つ
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
先
発
医
薬

品
と
同
じ
品
質
、
効
能
・
効
果
、
安
全

性
を
持
っ
て
い
る
か
国
が
審
査
し
、
承

認
を
し
て
い
ま
す
。

　●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
値
段
は
?

　
開
発
費
な
ど
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
先
発
医
薬
品
よ
り
低
価
格
で
す
。

薬
に
よ
っ
て
は
、
3
割
以
上
安
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る

に
は
?

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る

に
は
、
医
師
・
薬
剤
師
の
許
可
が
必
要

で
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
・
薬

剤
師
に
お
話
く
だ
さ
い
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
病
院
や
診
療
所
、

薬
局
の
窓
口
に
出
す

と
対
応
し
て
も
ら
え

ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ

ー
ド
」
は
、
市
役
所

窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
症
状
な

ど
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、

医
師
・
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　昼食・夕食では・・・

例）昼：きのこの炊き込みご飯・シーチキンサラダ・ホウレン草・中華くらげ・沢庵・麻婆豆腐

　　夜：ごはん・さばの味りん漬・山菜としいたけの天ぷら・酢だこ

※肉より魚中心、大豆製品かかさず（昼・夜は必ず、納豆は時々）、副菜はたまねぎ・モロヘイヤな

ど季節の野菜と海藻も

　Yさんは特定保健指導を利用し保健師・栄養

士との面接の中での目標を立てました!

★６カ月後の目標　体重��72.4㎏�⇒�70.4㎏

　　　　　　　　　腹囲��85.7㎝�⇒�83.7㎝

　空腹時血糖値も130mg/dlと高い値のため

下げたいYさんは、食事内容を改善するための

目標も決めました。次回はYさんの食事の問題

点・食事改善の目標をお伝えします。

　嗜好品（楽しみ！）
・午前の間食はやめた。
・午後の間食（ブラックコーヒー＋団子・
　まんじゅうなど）
・果物はグレープフルーツ半分、桃１個くらい
・晩酌（瓶ビール１／２本、休肝日は週２日）



　今月も、笛吹市男女共同参画推進条例の一部を紹介します。条例では、男女共同参画の推進のため、

市、市民、事業者、自治組織等、教育関係者が行うべき約束ごとを決めています。

　これらの約束ごとは、市民が協働で男女共同参画を推進するための共通ルールであり、男女共同参

画推進委員会では、これらの約束ごとの周知を図るため、様々な推進活動を行っています。

■問合せ先　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎�055（262）4111

なるほどね。市も
事業者もみんな
で取り組むんだ
ね。

そ う だ ね 。私
も市民の一人
として責任が
あるよね。

笛ちゃん 吹ちゃん

市の責務（第４条）

　市が策定した「第２次笛吹市男女共同参画

プラン」のもとに行政活動において男女共同

参画を推進します。

【推進活動】関係機関との意見交換会の開催と

働きかけ

市民の責務（第５条）

　男女共同参画について理解を深め、積極的

に男女共同参画の推進に努めましょう。

【推進活動】広報誌、リーフレットの配布や講

演会の開催による市民への周知

事業者の責務（第６条）

　男女が安心して働くことができる環境づく

りに努めましょう。

【推進活動】企業アンケートの実施、企業訪問

の実施

自治組織等の責務（第７条）

　男女が共に地域の一員としての役割を果た

すことができる地域づくりに取り組みましょう。

【推進活動】地区の区長会、集まり等でのパフ

ォーマンスの開催

教育関係者の責務（第８条）

　男女共同参画の理念に配慮した教育及び保

育を行うようにしましょう。

【推進活動】学校、保育所（園）等向けに男女

共同参画学習会開催、呼びかけ

　８月27日市男女共同参画審議会が開催され

ました。この審議会は、男女共同参画に関す

る重要事項について調査審議を行う組織です。

　今回委嘱された市男女共同参画審議会委員

をご紹介します（五十音順、敬称略）。

※（　）内は職業・公募・学識経験者等

海野菊美（市男女共同参画推進委員会委員長）、

荻野陽子（市社会福祉協議会地域福祉課長）、

落合俊美（市商工会事務局長）、河野洋敏（笛

吹農業協同組合参事）、小林千澄（芦川小学校

教頭）、土屋正文（笛吹市副市長）、早川史香（公

募）、山内幸雄（山梨学院大学法学部教授）、

山田順子（甲府人権擁護委員協議会笛吹グル

ープ委員）

国分寺薬師堂（桁行5.7ｍ、梁間5.4ｍ、高さ8.0ｍ）

国分寺鐘楼門（手前、桁行3.3ｍ・梁間3.0ｍ、高さ8.8ｍ）・
本堂（左奥、桁行18.3ｍ・梁間11.3ｍ・高さ10.8ｍ）・庫裏
（右奥、桁行20.8ｍ・梁間9.4ｍ・高さ9.5ｍ）

　
一
宮
町
国
分
に
あ
る
国
分
寺
の
本
堂
・

薬
師
堂
・
鐘
楼
門
・
庫
裏
と
附
指
定
（
注

1
）
資
料
（
棟
札
・
鰐
口
・
小
屋
貫
・

板
戸
の
絵
画
）
を
市
文
化
財
に
指
定
し

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

国
分
寺
と
は

　
国
分
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
（
注
2
）

の
寺
院
で
、
奈
良
時
代
、
聖
武
天
皇
の

詔
（
注
3
）
に
よ
り
甲
斐
国
に
建
立
さ

れ
た
古
代
国
分
寺
を
前
身
と
し
て
い
ま

す
。

　
境
内
全
域
が
国
指
定
史
跡
国
分
寺
跡

に
あ
り
ま
し
た
が
、
史
跡
の
保
存
の
た

め
、
今
回
指
定
し
た
本
堂
等
を
旧
境
内

地
よ
り
新
境
内
地
（
金
川
の
森
公
園
隣

接
地
）
に
移
築
し
ま
し
た
。

市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
物
群

　
国
分
寺
の
よ
う
に
江
戸
時
代
中
頃
に

建
て
ら
れ
た
本
堂
・
薬
師
堂
・
鐘
楼
門
・

庫
裏
の
4
棟
が
そ
ろ
っ
て
残
る
例
は
少

な
く
、
と
て
も
貴
重
で
あ
り
、
末
永
く

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
市
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。

　
寺
の
中
心
的
な
建
物
で
あ
る
本
堂
は

四
方
向
に
傾
斜
す
る
屋
根
を
持
つ
寄
棟

造
り
で
、
元
禄
年
間
（
１
６
８
８
〜
１

７
０
３
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
堂
創
建
時
（
元
禄
年
間
）
に
絵
画

が
描
か
れ
た
板
戸
が
6
枚
あ
り
、
附
指

定
し
ま
し
た
。

　
薬
師
如
来
を
本
尊
と
す
る
お
堂
で
あ

る
薬
師
堂
も
寄
棟
造
り
で
、
明
暦
2
（
１

６
５
６
）
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
薬

師
堂
に
は
「
明
暦
2
年
」
と
墨
で
書
か

れ
た
小
屋
貫
（
注
4
）
と
万
治
2
（
１

６
５
９
）
年
の
銘
が
刻
ま
れ
た
鰐
口
（
注

5
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

薬
師
堂
の
建
築
年
代
を
特
定
で
き
る
貴

重
な
資
料
で
す
。

　
2
階
に
吊
っ
て
あ
る
鐘
を
特
徴
と
す

る
鐘
楼
門
は
入
母
屋
造
り
（
注
6
）
で
、

寛
延
3
（
1
7
5
0
）
年
頃
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

　
寺
で
僧
が
生
活
す
る
建
物
で
あ
る
庫

裏
も
同
様
に
入
母
屋
造
り
で
、
大
黒
柱

に
打
ち
つ
け
ら
れ
て
い
た
長
さ
が
49
㎝

の
棟
札
（
注
7
）
に
残
る
墨
書
に
よ
り
、

嘉
永
5
（
１
８
５
２
）
年
に
建
て
ら
れ

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
財
を
散
策
す
る
た
め

　
文
化
財
課
で
は
国
分
寺
や
国
分
寺
周

辺
に
あ
る
経
塚
古
墳
（
注
8
）
、
甲
斐

国
分
寺
跡
・
甲
斐
国
分
尼
寺
跡
（
注
9
）

等
を
紹
介
し
た
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
・
エ

リ
ア
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
各
支
所
や
図

書
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
等
を
手
に
取
り
、

国
分
寺
周
辺
を
ぜ
ひ
散
策
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

注
1
　
附
指
定
　
建
造
物
等
の
年
代
が

特
定
で
き
る
資
料
を
指
定
す
る
手

段
。

注
2
　
臨
済
宗
妙
心
寺
派
　
鎌
倉
時
代

に
中
国
よ
り
伝
わ
っ
た
禅
宗
の
一

派
。

注
3
　
聖
武
天
皇
の
詔
　
天
平
13
（
７

４
１
）
年
に
出
さ
れ
た
国
ご
と
に

国
分
寺
・
尼
寺
を
造
る
命
令
。

注
4
　
小
屋
貫
　
壁
の
骨
組
の
材
料
。

注
5
　
鰐
口
　
お
堂
の
正
面
軒
先
に
吊

る
す
金
属
性
の
丸
い
鼓
で
仏
具
の

ひ
と
つ
。

注
6
　
入
母
屋
造
り
　
上
半
分
が
切
妻

造
り
（
二
方
向
に
傾
斜
す
る
屋
根
）、

下
半
分
が
寄
棟
造
り
の
建
物
。

注
7
　
棟
札
　
新
築
・
修
復
の
記
念
に
、

大
黒
柱
等
に
取
り
付
け
る
札
。

注
8
　
経
塚
古
墳
　
金
川
の
森
公
園
に

あ
る
県
指
定
史
跡
。
直
径
12
・
5

ｍ
、
高
さ
2
・
2
ｍ
の
八
角
形
墳
。

注
9
　
甲
斐
国
分
尼
寺
跡
　
国
指
定
史

跡
。
金
堂
跡
・
講
堂
跡
の
礎
石
が

残
っ
て
い
ま
す
。

つ
け
た
り

く
　
り

に
ょ
ら
い

や
く
し
ど
う

め
い

わ
に
ぐ
ち

か
ん
え
ん

し
ょ
う
ろ
う
も
ん

い

り

も

や

の
き
さ
き

つ
づ
み

そ
せ
き

む
な
ふ
だ

か
え
い

に
　
じ

き
ょ
う
づ
か

こ

や

ぬ

き

ま

ん

じ

め
い
れ
き

み
ょ
う
し
ん
じ

げ
ん
ろ
く

よ
せ
む
ね

み
こ
と
の
り



じ
げ
ん
じ

　
一
宮
町
末
木
に
あ
る
慈
眼
寺
は
江
戸

時
代
初
め
に
建
立
さ
れ
た
地
方
寺
院
と

し
て
貴
重
で
あ
る
と
の
評
価
か
ら
本
堂

ほ
か
2
棟
の
建
物
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で

5
カ
年
計
画
で
保
存
修
理
工
事
が
実
施

中
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
本
堂
の
修

理
が
終
盤
を
迎
え
屋
根
の
茅
葺
が
建
立

当
初
の
姿
に
復

原
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員

会
で
は
、
慈
眼

寺
を
は
じ
め
関

係
者
の
協
力
を

得
て
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な

い
重
要
文
化
財
建
造
物
の
修
理
の
状
況

を
一
般
公
開
し
ま
す
の
で
次
の
と
お
り

現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
土
）

　
集
合
　
午
前
9
時
30
分
（
一
宮
支
所
）

　
見
学
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
慈
眼
寺
（
一
宮
町
末
木
3
3
6
）

※
境
内
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、

駐
車
場
を
市
役
所
一
宮
支
所
に
設
け

ま
す
の
で
、
時
間
ま
で
に
集
合
く
だ

さ
い
。
係
が
現
地
ま
で
案
内
し
ま
す
。

▼
定
員
　
70
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
等
　
雨
具
（
雨
天
の
場
合
、

移
動
の
際
必
要
）
、
運
動
靴
（
工
事
用

の
階
段
等
は
滑
り
や
す
い
の
で
、
履

き
慣
れ
た
も
の
。
ヒ
ー
ル
の
付
い
た

靴
は
不
可
）
頭
部
保
護
の
た
め
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

10
月
10
日
（
水
）
〜
31
日
（
水
）

平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
申
込
方
法
　
電
話
に
て
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
み
さ
か
の
湯
、
な
ご
み
の
湯
、
も
も

の
里
温
泉
、
山
ゆ
り
の
湯
で
は
、
市
が

誕
生
し
た
10
月
に
、
市

民
感
謝
デ
ー
を
開
催
し
、

市

民
の
皆
さ
ん
に
「
入

館
料
無
料
ご
招
待
」
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方

※
当
日
は
、
受
付
に
て
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
等
の
住
所
を
確
認
で
き

る
証
明
書
を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。

み
さ
か
の
湯

▼
日
時
　
10
月
2
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
10
時

▼
内
容

○
市
内
在
住
の
方
を
入
館
料
無
料
ご
招
待

○
食
堂
の
ラ
ー
メ
ン
（
6
0
0
円
）
と

バ
ラ
関
係
メ
ニ
ュ
ー
（
10
種
類
）
を

20
％
割
引

○
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
（
10
分
5
0
0
円
）

を
ご
用
意

な
ご
み
の
湯

▼
日
時
　
10
月
2
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
9
時

▼
内
容

○
市
内
在
住
の
方
を
入
館
料
無
料
ご
招
待

○
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
（
10
分
5
0
0
円
）

を
ご
用
意

も
も
の
里
温
泉

▼
日
時
　
10
月
2
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
9
時

▼
内
容

○
市
内
在
住
の
方
を
入
館
料
無
料
ご
招
待

○
食
堂
の
ラ
ー
メ
ン
（
5
0
0
円
）
を

20
％
割
引

○
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
（
10
分
５
０
０
円
）

を
ご
用
意

山
ゆ
り
の
湯

▼
日
時
　
10
月
3
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
7
時

▼
内
容
　
市
内
在
住
の
方
を
入
館
料
無

料
ご
招
待

■
問
合
せ
先

・
み
さ
か
の
湯

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
6
6

・
な
ご
み
の
湯

　
☎
0
5
5
（
2
3
0
）
5
5
5
1

・
も
も
の
里
温
泉

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
4
1
2
6

・
山
ゆ
り
の
湯

�
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
6
6
7

か
や
ぶ
き

　マンドリン合奏とギターアンサン
ブルをお届けします。
　日時　11月30日(金)　開場…午後

６時30分、開演…午後７時
　場所　スコレーセンター　集会室
　特別出演　笛吹少年少女合唱団

■問合せ先
石和町マンドリンクラブ
代表　荻野　☎�055（262）3509

慈眼寺本堂修理風景

き
ょ
う
づ
か

か
す
み
て
い

金
川
沿
岸
遺
跡
巡
り

▼
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
雨
天
決
行

▼
場
所
　
「
も
も
の
里
温
泉
」
玄
関
前

コ
ン
コ
ー
ス
お
よ
び
農
産
物
直
売
所

付
近

▼
イ
ベ
ン
ト

○
餅
つ
き
大
会
（
無
料
）

・
1
回
目
　
午
前
11
時
30
分

・
2
回
目
　
正
午

○
や
き
い
も
の
実
演
販
売

○
農
産
物
販
売
　
午
前

10
時
か
ら

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
品
切
れ
の
際
は

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
も
も
の
里
温
泉

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
4
1
2
6

　
公
園
内
の
経
塚
古
墳
・
霞
堤
や
周
辺

地
の
甲
斐
国
分
寺
跡
・
護
国
山
国
分
寺

を
見
学
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
3
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
見
学
場
所
　
金
川
の
森
の
ど
ん
ぐ
り

の
森
周
辺
地

▼
講
師
　
笛
吹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、

護
国
山
国
分
寺
住
職

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
服
装

お
よ
び
靴
、
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
10
月
3
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

森
の
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
森
の
ど
ん
ぐ
り
や
木
を
使
っ
て
ク
ラ

フ
ト
作
り
を
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
受
付
　
10
月
10
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

自
転
車
＆
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
に
乗

ろ
う

　
自
転
車
と
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
の
無
料

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
火
）

受
付
　
当
日
随
時
（
た
だ
し
、
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
混
雑
時

は
乗
車
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

開
催
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
小
雨
決
行

▼
場
所
　
金
川
の
森
　
ス
ポ
ー
ツ
の
森

内
　
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ

び
乗
物
広
場

▼
無
料
貸
出
時
間

○
自
転
車
　
1
台
1
時
間
以
内

○
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
　
1
台
30
分
以
内

初
心
者
写
真
教
室

　
公
園
内
の
森
林
な
ど
を
モ
デ
ル
に
写

真
の
撮
り
方
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
撮

影
し
た
写
真
は
講
師
が
講
評
し
、
金
川

の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま

す
。

▼
日
時
　
11
月
24
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
宮
田
義
之
氏
（
宮
田
フ
ォ
ト

代
表
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
カ
メ
ラ
（
三
脚
が
あ
る
方

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
受
付
　
10
月
24
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て

受
け
付
け
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
屋
外
の
照
明
を
な
る
べ
く
消
し
、
美

し
い
星
空
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ
レ
ー
。

全
国
で
も
類
を
み
な
い
取

り
組
み
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
3
日
（
土
）

　
消
灯
時
間
　
午
後
8
時

〜
9
時

※
県
立
科
学
館
、
八
代
町

岡
公
民
館
、
笛
吹
川
フ

ル
ー
ツ
公
園
な
ど
の
各

会
場
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
時
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

※
詳
し
く
は
、
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ

レ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

h
ttp

:/
/

lig
h

td
o

w
n

-
k

o
fu

.o
r
g

■
問
合
せ
先

　
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ
レ
ー
実
行
委

員
会
事
務
局
（
県
立
科
学
館
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
5
4
）
8
1
5
9



昨年のオーケストラコンサートより

みんなで聴きに来てください

　
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
演
奏
者

が
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
で
練
習

の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
演
奏

の
他
に
「
絵
画

展
」
も
あ
り
ま
す
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
金
・
祝
）

開
場
�

午
後
0
時
30
分

開
演
�

午
後
1
時

▼
曲
目
　
タ
ン
ゴ
／
ピ
ア
ソ
ラ
　
ほ
か

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
入
場
無
料
）

▼
日
時
　

○
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後
5
時

○
11
月
24
日
（
土
）
正
午
・
午
後
5
時

○
11
月
25
日
（
日
）
正
午
・
午
後
1
時

和
太
鼓
演
奏
（
入
場
無
料
）

▼
日
時
　
11
月
25
日
（
日
）

　
午
後
0
時
30
分

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
11
月
25
日
（
日
）

開
場
�

午
後
1
時
30
分

開
演
�

午
後
2
時

▼
曲
目
　
交
響
曲
第
4
番
／
ブ
ラ
ー
ム

ス
　
ほ
か

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
の

セ
ッ
ト
で
1
0
0
0
円
（
高
校
生
以

下
5
0
0
円
）

▼
助
成
　
市
地
域
振
興
促
進
助
成
事
業

　
N
H
K
交
響
楽
団
主
席
奏
者
・
栗
田

雅
勝
氏
を
筆
頭
に
結
成
さ
れ
た
「
エ
ッ

ク
ス
オ
ー
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
八
重
奏
団
」

メ
ン
バ
ー
は
い
ず
れ
も
日
本
の
ト
ッ
プ

プ
レ
イ
ヤ
ー
で
す
。
8
本
の
エ
ッ
ク
ス

オ
ー
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
で
お
届
け
す
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
な
一
夜
を
、
名
実
と
も
に

最
高
級
（
X
o
）
な
8
名
の
演
奏
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
12
日
（
月
）

　
開
場
　
午
後
6
時
30
分

　
開
演
　
午
後
7
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
曲
目
　

○
W
・
S
ハ
ー
ト
レ
イ
／
8
本
の
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
の
為
の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ナ

○
J

・
S
バ
ッ
ハ
／
G
線
上
の
ア
リ
ア

○
E
・
エ
ワ
イ
セ
ン
／
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ

ニ
オ
ン
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
全
席
自
由
　
一
般
１
０
０

０
円
／
学
生
5
0
0
円

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
と
い
ち
の
み
や

桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
楽
し
い

合
唱
と
ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
で
お
楽

し
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

開
場
�

午
後
1
時
30
分

開
演
�

午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
曲
目
　

○
楽
し
い
合
唱
「
世
界
の
お
国
め
ぐ
り
」

○
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
イ
ソ
ッ
プ
童
話
よ

り
）
「
い
な
か
の
ね
ず
み
と
町
の
ね

ず
み
」

○
み
ん
な
で
歌
お
う
（
指
揮
　
池
谷
あ

け
み
、
伴
奏
　
濱
部
ま
ゆ
み
）

▼
入
場
料
　
無
料
　

▼
日
時
　
10
月
21
日
（
日
）

開
場
　
午
後
5
時
30
分

開
演
　
午
後
6
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
出
演
　
竹
下
景
子
、
下
條
ア
ト
ム
、

長
谷
川
初
範
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
一
般
　
前
売
2
0
0
0
円

�
高
校
生
以
下
　
　
前
売
1
0
0
0
円

※
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
特
別
料
金

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
残
り
わ
ず
か
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
お
よ
そ
1
0
0
台
が
笛
吹
市
の
秋

の
街
道
を
駆
け
抜
け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
沿
道
か
ら
応
援
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
　
10
月
19
日
（
金
）
〜
22
日
（
月
）

※
石
和
温
泉
（
ホ
テ
ル
八
田
）
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
は
、
21
日
（
日
）
午

前
10
時
25
分
〜
11
時
25
分
に
通
過
す

る
予
定
で
す
。

▼
市
内
行
程
　
白
井
河
原
橋
北
信
号
（
右

折
）
↓
鵜
飼
橋
北
信
号
（
左
折
）
↓
遠

妙
寺
信
号
（
左
折
）
↓
石
和
温
泉
駅
入

口
（
右
折
）
↓
石
和
温
泉
駅
（
右
折
）
↓

ホ
テ
ル
八
田
（
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
）

↓
石
和
温
泉
郷
東
入
口
信
号
（
右
折
）

↓
鵜
飼
橋
北
信
号
（
左
折
）
↓
栗
合
（
斜

め
右
折
）
↓
芦
川
方
面

※
詳
し
く
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　L

a
�

F
e

s
ta

�

事
務
局

　
☎
0
3
（
5
7
0
7
）
7
0
4
1

　
平
成
23
年
11
月
よ
り
原
動
機
付
自
転

車
（
50
㏄
以
下
・
90
㏄
以
下
・
１
２
５

㏄
以
下
）
に
市
の
特
徴
と
も
言
え
る
桃
・

ぶ
と
う
・
温
泉
・
笛
吹
川
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
標
識
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
市
の
魅
力
お
よ
び
特
色
を
動

く
広
告
塔
と
し
て
広
く
宣
伝
し
、
地
域
・

観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
希
望
に
よ
り
、
既
に
登
録
し
て
あ
る

現
行
標
識
か
ら
の
交
換
も
可
能
で
す
。

　
な
お
、
現
行
標
識
に
つ
い
て
は
、
在

庫
が
な
く
な
る
ま
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
参
加
資
格

○
1
チ
ー
ム
　
監
督
1
人
・
選
手
7
人
・

補
欠
3
人
　
計
11
人
以
内

○
先
着
20
チ
ー
ム
以
内

○
中
学
生
以
上
で
構
成

▼
日
時
　
11
月
18
日
（
日
）

○
開
会
式
　
　
午
前
9
時

○
ス
タ
ー
ト
　
午
前
9
時
30
分

▼
場
所

○
開
会
式
　
市
役
所
前

○
コ
ー
ス
　
市
内
一
周
（
第
1
区
〜
7

�
区
　
総
走
行
距
離
35
・
6
㎞
）

▼
参
加
料
　
1
チ
ー
ム
3
0
0
0
円

▼
申
込
期
日
　
11
月
２
日
（
金
）
ま
で
に

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

代
表
者
会
議

▼
日
時
　
11
月
９
日
（
金
）

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
合
先
　
市
体
育
協
会
事
務

局
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
市
で
は
「
農
と
食
と
微
生
物
を
活
か

し
た
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
バ
イ
オ

マ
ス
の
郷
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
微
生
物
を

活
用
し
た
「
土
づ
く
り
学
習
会
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
者
に
は
、
市
の
実
証
実

験
で
製
造
し
て
い
る
微
生
物
活
性
液
お

よ
び
堆
肥
を
毎
週
月
・
木
曜
日
（
祝
祭

日
を
除
く
）
に
、
こ
の
学
習
会
で
指
定

す
る
場
所
に
て
無
償
提
供
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▼
日
時

○
基
礎
編
　
11
月
16
日
（
金
）

　
午
後
7
時
〜
9
時

○
応
用
編
　
11
月
30
日
（
金
）

　
午
後
7
時
〜
9
時

▼
場
所

　
学
び
の
杜
み
さ
か
　
視
聴
覚
室

▼
内
容
　
E
M
（
有
用
微
生
物
群
）
を

使
用
し
た
土
づ
く
り
等
（
基
礎
編
、

応
用
編
）

▼
定
員
　
各
90
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
11
月
9
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
２
０
３
３
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市内旅館に設けられたチ
ェックポイントで手を振
る近藤真彦さん＝昨年の
大会



　
サ
ッ
シ
・
網
戸
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

襖
、
障
子
の
張
替
え
や
、
水
廻
り
の
清

掃
等
の
技
能
講
習
会
で
す
。

▼
対
象
　
就
職
・
就
業
を
希
望
す
る
55

歳
以
上
の
高
齢
者

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登

録
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
21
日
（
水
）
〜
12
月
5
日

（
水
）
の
間
の
8
日
間

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館

▼
定
員
　
20
人

※
書
類
選
考
等
に
よ
り
決
定
し
、
可
否

通
知
は
郵
送
に
て
連
絡
し
ま
す
。

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
11
月
6
日
（
火
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
・
山
梨
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
8
3
8
3

・
笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
3
9
）
8
3
0
0

　
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
紙
お

む
つ
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
、
平
成
24
年
度
市
民
税

所
得
割
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
で
、

次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
方

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
尿
失
禁
な

ど
の
た
め
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
方

②
要
介
護
3
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

て
、
尿
失
禁
な
ど
の
た
め
常
時
紙
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

③
重
度
心
身
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
1
、
2
級
）
で
あ
り
、
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

※
「
紙
お
む
つ
」
と
は
、
お
む
つ
型
、

パ
ン
ツ
タ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と

り
パ
ッ
ト
の
み
の
使
用
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
①
と
②
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
は
、
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合
は
、

認
定
調
査
票
で
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
場

合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
期
間
　
平
成
24
年
4
月
1
日
〜

9
月
30
日
（
前
期
分
）
1
カ
月
の
う

ち
15
日
以
上
在
宅
期
間
が
あ
れ
ば
、

支
給
対
象
月
と
な
り
ま
す
。

※
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
制
度
の
た
め
、

入
院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
の
期
間
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

▼
助
成
額
　
月
額
4
0
0
0
円

▼
申
請
期
間
　
10
月
1
日
（
月
）
〜
12
日

（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
請
の
際
は
、
紙
お
む
つ
の
領
収
書

（
日
付
、
品
名
、
金
額
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
レ
シ
ー
ト
で

も
可
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
領

収
書
が
な
い
分
は
、
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
方
の

場
合
は
、
課
税
状
況
を
確
認
し
対
象

者
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
ま
た
は
各
支
所

　
認
知
症
、
知
的
・
精
神
障
が
い
者
等

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
財
産
や
権
利
を
守
る
た
め

に
有
効
な
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」

「
成
年
後
見
制
度
」
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

※
講
座
修
了
後
は
、
現
場
実
習
や
達
成

状
況
を
検
証
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
等
で
支
援
し

ま
す
。

▼
対
象
　
将
来
活
動
可
能
な
方

▼
日
時

○
基
礎
（
生
活
支
援
員
養
成
）
コ
ー
ス

　
11
月
5
日
（
月
）
・
6
日
（
火
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

○
専
門
（
市
民
後
見
人
養
成
）
コ
ー
ス

　
11
月
9
日
（
金
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

※
専
門
コ
ー
ス
は
基
礎
コ
ー
ス
と
併
せ

て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
2
階

展
示
室

▼
定
員
　
30
人

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
日
　
10
月
31
日
（
水
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協

議
会
　
後
見
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
5
8
5
5

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

ふ
す
ま

　対象　市内在住で農業技術の習得に意欲のある方
　期間　11月中旬から12月中旬にかけての11日間（詳

細は申し込み者に追って通知します）
　内容　桃、ぶどう、柿、スモモの剪定（果樹を選

択することも可能です）
　参加費　無料
　申込期限　10月19日（金）

■申込・問合せ先　市援農支援センター
　（一宮支所１階笛吹市シルバー人材センター内）
　☎�0553(47)6130

1
回
目

『
心
に
寄
り
添
う
介
護
』
〜
介
護
に

ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
笑
う
か
〜

▼
日
時
　
11
月
5
日
（
月
）

�
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か

　
視
聴
覚
室
　

▼
講
師
　
袖
山
卓
也
氏
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
メ
リ
ー
ホ
ー
ム
大
喜
」

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ほ
か
、
社
会

福
祉
士
等
の
資
格
を
有
す
る
）

※
入
場
無
料
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

2
回
目

お
い
し
く
・
食
べ
や
す
い
　
ソ
フ
ト

食
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

▼
日
時
　
11
月
16
日
（
金
）

�
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
料
理
実
習
室
　

▼
講
師
　
中
川
裕
子
氏
（
学
校
法
人
山

梨
学
院
短
期
大
学
食
物
栄
養
科
教
授
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

※
参
加
費
無
料
、
た
だ
し
、
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
２
週
間
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

3
回
目

自
立
を
促
す
介
助
方
法

▼
対
象
　
家
庭
で
高
齢
者
な
ど
の
介
護

を
し
て
い
る
方
、
介
護
に
関
心
が
あ

る
方

▼
日
時
　
11
月
27
日
（
火
）

�
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か

　
講
座
教
室
1
、
2

▼
講
師
　
藤
原
大
輔
氏
（
甲
州
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
　
峡
東
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン

タ
ー
　
理
学
療
法
士
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

※
入
場
は
無
料
。
た
だ
し
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
２
週
間
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
�

高
齢
者
支
援
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
年
齢
と
と
も
に
か
た
く
な
っ
た
体
を

ほ
ぐ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

背
中
の
後
ろ
で
両
手
が
組
め
な
い
。
（
片

方
は
上
か
ら
、
片
方
は
下
か
ら
回
し
ま

す
）
�

振
り
返
っ
て
後
ろ
が
見
え
に
く
い
。

座
っ
て
体
を
前
に
倒
す
と
お
腹
周
り
に

邪
魔
な
も
の
が
あ
る
。

　
こ
ん
な
項
目
が
当
て
は
ま
る
と
き
に

は
、
体
が
か
た
く
な
っ
た
り
、
う
ま
く

使
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
体
を
や
わ

ら
か
く
す
る
運
動
の
方
法
を
分
か
り
や

す
く
お
話
し
ま
す
。

▼
対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
（
市

の
介
護
予
防
事
業
「
貯
筋
塾
」
参
加

者
は
除
く
）

▼
教
室
名
・
場
所
・
日
時

○
ピ
ー
チ
2
　
御
坂
保
健
セ
ン
タ
ー
　

10
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
、
11
月

7
日
・
14
日

○
ピ
ー
チ
3
　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
　
11
月
21
日
・
28
日
、
12
月
5
日
・

12
日
・
19
日
・
26
日

○
ピ
ー
チ
4
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
3
階
　
1
月
23
日
・
30
日
、
2
月
6

日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
7
時
30
分

〜
午
後
9
時
ま
で
（
毎
週
水
曜
日
）

※
お
近
く
の
会
場
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
講
師
　
中
村
美
千
恵
先
生

▼
持
ち
物
・
服
装
　
タ
オ
ル
、
お
茶
な

ど
の
水
分
、
運
動
の
で
き
る
服
装

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
家
に
よ

る
運
動
を
楽
し
み
な
が
ら
行
え
る
内
容

で
す
。
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
・
市

内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時

○
第
1
回
　
10
月
19
日
（
金
）

　
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

○
第
2
回
　
11
月
8
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
第
3
回
は
12
月
に
開
催
予
定

▼
場
所

○
第
1
回
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
多

目
的
ホ
ー
ル

○
第
2
回
　
春
日
居
福
祉
会
館
　
集
会

室
▼
講
師
　
笛
吹
中
央
病
院
　
作
業
療
法

士
、
理
学
療
法
士

▼
定
員
�

各
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限

○
第
1
回
　
10
月
15
日
（
月
）

○
第
2
回
　
11
月
5
日
（
月
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協

議
会
　
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9



　健康で豊かな食生活の実現を目的に「何を」「どれだけ」食べたらよいかなど、望ましい食事のとり方
やおおよその量をわかりやすくイラストで示したものです。
　主食　副菜　主菜　牛乳・乳製品　果物の５つのグループの組合せでバランスが取れるようそれぞれの
適量を表しています。バランスよく食べて、運動するとコマは安定して回りますが、食事のバランスが悪
いとコマは倒れてしまいます。あなたのコマはうまく回っていますか？

主食
コンビニで販売されている
おにぎり１個、ごはん軽く
１杯、食パン１枚が「１
つ」。ごはん普通盛り１杯
は「１.５つ」。麺類・パス
タ類１人前は「２つ」くら
いと数えます。

菓子・嗜好飲料は適度に
楽しくとりましょう！

牛乳・乳製品
プロセスチーズ１枚、ヨーグルト１パッ
クが「１つ」くらい。牛乳１本は「２つ」
くらいと数えます。

副菜
小皿や小鉢に入った野菜
料理１皿分が「１つ」く
らい。中皿や中鉢に入っ
たものは「２つ」くらい
（サラダはこの量で「１
つ」）と数えます。

果物
みかんやバナナなど小さい果物１個（約
100ｇ）は「１つ」。りんごなど大きい
果物1個は「２つ」と数えます。

主菜
卵１個の料理が「１つ」くらい。
魚料理１人前は「２つ」くらい。
肉料理１人前は「３つ」くらい
と数えます。

厚生労働省・農林水産省が策定した「食事バランスガイド」に基づき策定

食事量の目安は、性別、年齢、身体活動量によって違います。1日に必要な量をチェックしてみてください。

※１活動量の見方
「低い」：1日中座っていることがほとんど
の人

「ふつう以上」：「低い」に該当しない人
※２学校給食を含めた子ども向け摂取目安に

ついて成長期に特に必要なカルシウムを十
分にとるためにも、牛乳・乳製品の適量は
幅を持たせて1日２～３つ（SV）。基本形よ
りもエネルギー量が多い場合では、４つ（SV）
程度までを目安にするのが適当です。

「食事バランスガイド」は、健康な
方々の健康づくりを目的に作られ
たものです。
糖尿病・高血圧などで医師又は管
理栄養士から食事指導を受けてい
る方は、その指導に従ってください。

　次の食事例は、ほとんどの女性と活動量の低い男性（高齢者を含む）向けです。
　料理の内容（主材料・料理法・味付けなど）を考えて、バランス良く組み合わせましょう。

食パン

野菜スープ

冷やしトマト

目玉焼き

牛乳１本

みかん1個

料理名 主食

２

副菜

１

１

主菜

１

牛乳・
乳製品

２

果物

1

ごはん軽く２杯

筑前煮

料理名 主食

２

２

２

副菜 主菜

１

牛乳・
乳製品 果物

天ぷらうどん

料理名 主食

２ ２

副菜

１

１

主菜
牛乳・
乳製品 果物

りんご1/2個

ほうれん草
おひたし

焼き魚

きゅうりと
わかめの酢の物

　市では、健康づくりのために「笛吹市版食事バランスガイド」を普及しています。

　地域で学習会などを開催する時は、栄養士が説明に出向きますので、気軽にご相談ください。

■問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎�055（261）1901



　
次
に
当
て
は
ま
る
方
に
、
申
請
手
続

き
に
よ
り
介
護
慰
労
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

▼
対
象
　
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
、
次
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
高
齢
者
を
、
同
一
家
庭
内

で
常
時
介
護
し
た
介
護
者

○
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

○
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合

は
、
認
定
調
査
票
で
確
認
し
ま
す
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
場

合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
医
師
の
診
断
書

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

○
各
月
ご
と
に
入
院
ま
た
は
、
施
設
入

所
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用

が
な
い
こ
と
（
入
院
ま
た
は
、
施
設

入
所
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

が
1
日
で
も
あ
っ
た
月
は
非
該
当
と

な
り
ま
す
）

▼
対
象
期
間
　
平
成
24
年
4
月
〜
9
月

ま
で
の
各
月

▼
支
給
額
　
月
額
1
万
円

▼
申
請
方
法
　
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
に
備
え
て
あ
る
申
請
用
紙
に
記

入
し
て
、
堤
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
　
10
月
1
日
（
月
）
〜
12
日

（
金
）
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
期
間
厳
守
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
回
（
平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年

3
月
分
）
受
給
さ
れ
た
方
に
は
、
個

別
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
ま
た
は
各
支
所

　
障
が
い
者
の
権
利
お
よ
び
利
益
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
年
10
月
1

日
に
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が
施
行

さ
れ
ま
す
。

　
障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待
は
、
障
が

い
者
の
尊
厳
を
お
び
や
か
し
、
自
立
や

社
会
参
加
を
妨
げ
る
た
め
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
障
が
い
者
が
、
家
族
・
施
設
な
ど
の

職
員
・
会
社
の
事
業
主
な
ど
か
ら
虐
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
場
合
は
、

速
や
か
に
次
の
担
当
窓
口
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
地
域
ぐ
る
み
の
早
め
の
対
応
や
支
援

に
よ
り
、
障
が
い
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
と
と
も
に
、
虐
待
し
て
い
る
家

族
な
ど
が
抱
え
て
い
る
問
題
の
解
決
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
み
ん
な
で
障
が
い

者
の
虐
待
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
障
が
い
者
の
虐
待
等
に
関
す
る
相
談
、

通
報
、
問
い
合
せ
先

・
福
祉
総
務
課
�

障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

・
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

�
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

・
美
咲
園
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
1
8
5
0

　
℻
0
5
5
（
2
6
5
）
1
8
5
1

（
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分
）

　
12
月
9
日
に
県
立
図
書
館
で
「
第
23

回
障
害
者
の
主
張
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

っ
て
、
次
の
と
お
り
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
18
歳
以
上

（
4
月
1
日
現
在
）
で
障
が
い
を
お

持
ち
の
方

▼
内
容
　
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
が
、
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
4
枚
以
内
と

し
ま
す
。

　
　
主
張
大
会
の
壇
上
昇
降
を
含
め
、

約
7
分
以
内
で
発
表
で
き
る
よ
う
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
。
（
作
文
は
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

▼
応
募
期
間
　
10
月
2
日
（
火
）
〜
31
日

（
水
）
（
応
募
後
、
出
場
の
可
否
に
つ

い
て
11
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
連
絡
が

あ
り
ま
す
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
障
害
者
福
祉
協
会

　
☎
0
5
5
（
2
５
2
）
０
１
０
０

▼
日
時
　
10
月
27
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所
　
御
坂
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
駐

車
場

▼
内
容
　
発
表
の
ひ
ろ
ば
、
交
流
・
情

報
・
相
談
の
ひ
ろ
ば
、
出
店
の
ひ
ろ

ば
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ひ
ろ
ば

ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
10
月
10
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　昭和館は、東京都千代田
区に平成11年に開館した、
戦中・戦後の国民生活上の
労苦を後世代に伝える国立
の施設です。

■場所・問合せ先
昭和館（東京都千代田区九
段南1-6-1）
☎�03（3222）2577

全血献血

年　齢

体　重

最高血圧

献血間隔

年間総献血量

200mL�献血

男性・女性とも
16歳～69歳�※

男性45kg以上・
女性40kg以上

90mmHg以上

男性６回以内・
女性４回以内

200mLと400mL献血を合わせて、男性
1200mL・女性800mL

400mL�献血

17歳（女性18歳）
～69歳�※

男性・女性とも
50kg以上

男性３回以内・
女性２回以内

個
別
検
診
受
診
券
を
お
持
ち
の
方
へ

　
各
種
検
診
希
望
調
査
書
に
て
次
の
個

別
検
診
を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
す
で

に
受
診
券
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
早

め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
個
別
検
診
内
容
　
胃
が
ん
検
診
・
肝

臓
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
肺

が
ん
結
核
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・
子

宮
頸
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
▼
受
診
方
法
　
指
定
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
不
要
の

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

▼
有
効
期
間
　
12
月
31
日
（
月
）

※
12
月
は
受
診
者
が
多
く
混
み
合
い
ま

す
。
受
診
が
ま
だ
の
方
は
、
早
め
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
度
内
で
の
笛
吹
市
集
団
健

診
や
国
保
人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受

診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
け
方
の
変
更
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
の
皆
さ
ん
へ

　
が
ん
検
診
に
お
け
る
受
診
促
進
、
が

ん
の
早
期
発
見
、
健
康
の
保
持
お
よ
び

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
が
ん
検

診
推
進
事
業
」
を
全
国
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
対
象
者
に
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
と
検
診
手
帳
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
　
平
成
24
年
4
月

1
日
現
在
、
20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35
歳
・

40
歳
に
な
っ
た
女
性

○
乳
が
ん
検
診
　
平
成
24
年
4
月
1
日

現
在
、
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳

に
な
っ
た
女
性

○
大
腸
が
ん
検
診
　
平
成
24
年
4
月
1

日
現
在
、
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60

歳
に
な
っ
た
方

▼
有
効
期
間
　
平
成
25
年
1
月
31
日
（
木
）

※
職
場
検
診
で
行
う
子
宮
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
患
者
さ
ん
の
命
を
救
う
た
め
、
皆
さ

ん
の
尊
い
献
血
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　
10
月
26
日
（
金
）

○
午
前
10
時
〜
正
午
（
市
役
所
春
日
居

支
所
）

○
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
（
市
役
所
一

宮
支
所
）

▼
献
血
の
採
血
基
準

※
65
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い
て
は
、
60

歳
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る

方
に
か
ぎ
り
ま
す
。

※
献
血
は
、
国
が
定
め
た
基
準
等
に
よ

り
、
医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
て
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

▼
持
ち
物
　
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
物
（
運
転
免
許
証
、

各
種
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
甲
府
献
血
ル
ー
ム
（
愛
称
…
グ
レ
ー

プ
）
は
、
9
月
13
日
に
「
コ
コ
リ
2
階
」

に
移
転
し
ま
し
た
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
、
ま
た
は

学
生
で
手
話
に
興
味
の
あ
る
方

▼
日
時
　
11
月
14
日
（
水
）
〜
平
成
25
年

3
月
13
日
（
水
）
毎
週
水
曜
日
〔
1
月

2
日
（
水
）
は
休
講
〕

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
1
階
陶

芸
実
習
室

▼
講
師
　
聴
覚
障
が
い
者
講
師
、
手
話

通
訳
者
講
師

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

け
い



地区

石和

春日居

一宮

八代

御坂

境川

芦川

広域

上記の支所受付時間内に申し込みができない
方は次の日時に保育課で受け付けますのでご
利用ください。

公

公

公

私

公

公

公

公

私

私

私

私

私

公

公

私

私

公

公

公

公

私

私

公

市外保育所（園）

立 施設名

石和第一保育所

石和第五保育所

石和第四保育所

わかば保育園

石和第二保育所

石和第三保育所

かすがい西保育所

かすがい東保育所

木の花保育園

都保育園

相興保育園

あさま保育園

一宮保育園

八代花鳥保育所

八代御所保育所

博愛保育園

八代保育園

御坂東保育所

御坂西保育所

御坂北保育所

御坂葵保育所

英保育園

芦川へき地保育所

境川保育園

電話番号

055（262）2870

055（262）2431

055（262）3313

055（262）5737

055（262）2668

055（262）2061

0553（26）2359

0553（26）3283

0553（47）0901

0553（47）0415

0553（47）0623

0553（47）0099

0553（47）2548

055（265）2520

055（265）3475

055（265）2047

055（265）2205

055（264）2426

055（262）5842

055（263）0556

055（262）3208

055（263）1280

055（266）4132

055（298）2500

受付日

10月22日(月)
予備日10月23日

10月26日（金）
予備日10月29･30日

11月６日（火）
予備日11月7･8日

10月23日（火）

11月１日（木）
11月２日（金）

10月29日（月）
10月30日（火）

11月７日（水）
11月８日（木）

10月25日（木）

11月5日（月）

10月18日（木）
10月19日（金）

10月24日（水）
11月 2日（金）
11月 7日（水）

10月27日(土)

受付場所

春日居支所地域住民課
☎0553（26）3111

八代支所住民課
☎055（265）2111

御坂支所住民課
☎055（262）2271

春日居支所�地域住民課
☎0553（26）3111

一宮支所住民課
☎0553（47）1111

八代支所住民課
☎055（265）2111

御坂支所住民課
☎055（262）2271

境川防災センター
☎055（266）2111

芦川支所地域住民課
☎055（298）2111

笛吹市役所�南館保育課
☎055（261）3355

笛吹市役所�南館保育課
☎055（261）3355

笛吹市役所�南館保育課
☎055（261）3355

※各保育所(園）の受付日に来られない方は、日時・場所をお確かめのうえ
　都合の良い日程でお申し込みください。

受付時間

午前8時30分～
午後5時15分

午前8時30分～
午後5時15分

午前8時30分～
午後5時15分

※初日は混雑が予想
されます

午前8時30分～
午後5時15分

※初日は混雑が予想
されます

午前8時30分～
午後5時15分

午前8時30分～
午後5時15分

午前8時30分～
午後5時15分

午前8時30分～
午後5時15分

※初日は混雑が予想
されます

午後5時15分～
午後７時

午前8時30分～
正午

平成25年度の保育所(園)入所(新規･継続)申込受付が始まります。

■問合せ先　保育課　☎�055(261)3355

　申込受付期間(新規･継続)　10月18日(木)～11月8日（木)
　今回は、南館改修工事の為、石和地区の保育所（園）の方は、受付場所が支所へ変更にな
ります。入所受付日程一覧でご確認のうえ、手続きをお願いします。

　注意事項
○入所（園）要件に該当していないと入所できません。
○申込受付時に聞き取りをしますので、保護者または児童の家庭状況などが分かる方が、提出

にきてください。
○入所案内に記載されている各種証明が必要となりますので、申込受付までに証明を受けてお

いてください。
○書類不足の場合は受理できません。
○受付期間は厳守してください。申込書の審査・入所者の選考に遅れると状況によっては希望する保育所
（園）に入所できない場合があります。

※保育条件・定員などにより、希望する保育所（園）に入所できない場合もあります。

▼入所受付日程一覧

　
平
成
25
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

入
学
予
定
小
学
校
に
よ
っ
て
受
付
日
時

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
に
お
送

り
し
た
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
だ
、

届
い
て
い
な
い
場
合
や
不
明
な
点
が
あ

る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
平
成
18
年
4
月
2
日
〜
平
成

19
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
児
童

▼
日
程

○
10
月
4
日
（
木
）
石
和
南
小
・
石
和

東
小
・
石
和
北
小
・
富
士
見
小

○
10
月
18
日
（
木
）
石
和
西
小
・
春
日

居
小
・
一
宮
西
小
・
一
宮
南
小
・
一

宮
北
小

○
11
月
8
日
（
木
）
御
坂
西
小
・
御
坂

東
小
・
芦
川
小
・
八
代
小
・
境
川
小

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先
　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
7

　
生
徒
指
導
に
力
を
注
ぎ
、
現
在
で
は

県
立
ろ
う
学
校
の
校
長
と
し
て
特
別
支

援
教
育
に
も
携
わ
る
星
野
浩
章
先
生
の

講
演
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
12
日
（
金
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か
視
聴
覚
室

▼
主
催
　
市
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な
た
で

も
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
子
育
て
や
ご
自
身
の
こ
と
を
少
人
数

の
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
自
分
に
合

っ
た
子
育
て
を
見
つ
け
る
と
い
う
カ
ナ

ダ
で
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
お
話
が
苦
手
と
い
う
お
母
さ
ん
も
大

丈
夫
。
お
子
さ
ま
と
少
し
の
間
、
離
れ

て
、
安
心
し
て
考
え
ら
れ
る
場
に
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
、
0
歳
〜
就
学
前

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の
母
親

▼
日
時
・
場
所
（
連
続
講
座
）

○
第
1
回
　
10
月
17
日
（
水
）

○
第
2
回
　
10
月
24
日
（
水
）

○
第
3
回
　
10
月
31
日
（
水
）

○
第
4
回
　
11
月
7
日
（
水
）

○
第
5
回
　
11
月
14
日
（
水
）

○
第
6
回
　
11
月
21
日
（
水
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、
場
所
は
笛
吹
農
協
富
士
見

支
所
�
2
階

▼
講
師
　
前
田
知
花
氏
（
N
P
J

認
定

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料
　

　
先
着
15
人
ま
で
託
児
あ
り
（
1
回

1
人
5
0
0
円
）
た
だ
し
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
の
託
児
に

な
り
ま
す
の
で
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
託
児
の
会
場
は
、
ス
コ
レ
ー

パ
リ
オ
で
す
）

▼
持
ち
物

　
筆
記
用
具

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

H
a

p
p

y
�

S
p

a
c

e
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
母
子
・
寡
婦
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

○
基
礎
編
　
11
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

○
応
用
編
　
11
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後

5
時

▼
場
所
　
山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
階
会
議
室

▼
定
員
　
10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
10
月
12
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

○
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
。
受
講
申

込
書
は
市
役
所
児
童
課
（
南
館
内
）

に
備
え
て
い
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し
込
み

h
ttp

:/
/

w
w

w
1

6
.o

c
n

.n
e

.jp
/

̃

b
o

k
a

r
e

n
/

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
山
梨
県
母
子
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
〒
4
0
0
│
0
0
2
5

�
甲
府
市
朝
日
4
│
5
│
21

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
0
1
4

　
℻
0
5
5
（
2
5
3
）
7
0
4
6

　
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て

の
方
が
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館

▼
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
八
代
総
合
会
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
4
0
1
1



　
以
前
、
関
東
地
方
を
中
心
に
麻
し
ん

（
は
し
か
）
が
流
行
し
ま
し
た
。
麻
し

ん
は
、
重
症
に
な
る
と
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
し
た
り
、
重
篤
な
後
遺
症
を
残
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
し
て
い
な
い
と
、
国
外

へ
の
旅
行
が
制
限
（
入
国
を
拒
否
）
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
大
学
進
学

時
に
接
種
済
み
の
証
明
を
大
学
か
ら
求

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
次
の
方
は
、
平
成
25
年
3
月
末
ま
で

無
料
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

既
に
4
月
に
予
診
票
を
送
付
し
て
あ
り

ま
す
が
、
紛
失
さ
れ
た
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
だ
、
接
種
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
早
め
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

前
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

▼
対
象

○
中
学
1
年
生
（
平
成
11
年
4
月
2
日

〜
平
成
12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

○
高
校
3
年
生
（
平
成
6
年
4
月
2
日

〜
平
成
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

▼
無
料
期
間
　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で

※
以
降
は
自
費
で
の
接
種
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
親
子
で
楽
し
く
動
物
グ
ミ
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
10
月
9
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
11
時

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館

　
集
団
指
導
室

▼
定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
　
三
角
巾
　
手

ふ
き
タ
オ
ル
　
持
ち
帰
り
容
器

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
〜
ハ
イ
ハ
イ
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
日
時
　
10
月
5
日
（
金
）・
12
日
（
金
）・

19
日
（
金
）
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
定
員
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
で
3
0
0
0

円
（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音

楽
C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
・
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

　H
a

p
p

y
�

S
p

a
c

e
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
現
在
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
（
以

下
受
益
者
負
担
金
）
を
分
割
で
お
支
払

い
の
方
は
、
分
割
納
付
か
ら
一
括
納
付

へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
分
割
納
付
の
場
合
、
年
4
回
支
払
い

で
報
奨
金
は
付
き
ま
せ
ん
が
、
一
括
納

付
の
場
合
は
報
奨
金
が
付
き
ま
す
。

変
更
で
き
る
条
件

▼
過
年
分
の
未
納
が
な
い
方

　
来
年
度
以
降
に
一
括
納
付
を
希
望

す
る
場
合
、
過
去
に
未
納
が
な
い
（
今

年
度
分
を
含
む
）
方
に
限
り
ま
す
。

※
納
付
状
況
（
支
払
い
の
有
無
）
な
ど

が
不
明
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
6
月
1
日
〜
14
日
ま
で
の
間
に
完
納

で
き
る
方

　
一
括
納
付
期
間
は
、
6
月
1
日
か

ら
14
日
ま
で
で
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
る

と
分
割
納
付
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
6
月
14
日
が
土
日
祝
祭
日
の
場
合
、

そ
の
日
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
直
近
の
営

業
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
氏
名
や
通
知
書
番
号
（
も

し
く
は
受
益
者
番
号
）
、
ま
た
過
去

の
納
付
状
況
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
受
益
者
や
受
益
者
の
住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
「
通
知
が
届
か

な
い
」
「
新
受
益
者
が
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
受
益
者
負
担
金
が
旧
受
益

者
に
か
か
る
」
な
ど
、
皆
さ
ん
に
迷
惑

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
届
出
書
は
下
水
道
課
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
取
得
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

▼
日
時
　
10
月
18
日
（
木
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
3
階

�
第
3
会
議
室

▼
内
容
　
相
続
税
、
所
得
税
、
法
人
税

な
ど

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
東
京
地
方
税
理
士
会

　
甲
府
支
部
　
担
当
　
塚
田

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
1
3
1
8

▼
日
時
　
10
月
20
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

　
笛
吹
農
業
協
同
組
合
　
石
和
支
所

　
1
階
会
議
室
（
石
和
町
市
部
1
1
7
4
）

▼
内
容
　
遺
言
相
続
、
成
年
後
見
、
会

社
・
法
人
設
立
相
談
、
農
地
利
用
関

係
、
契
約
書
作
成
、
外
国
人
業
務
・

事
務
代
行
な
ど

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
行
政
書
士
会

　
峡
東
支
部
　
望
月

　
☎
0
5
5
（
2
６
３
）
0
0
0
1

▼
日
時
　
10
月
17
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所
南
館
　
3
階
大
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
　
担
当
　
岡

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

　国民年金制度は、20歳から60歳に到達
するまでの40年の間に国民年金保険料を
納めていただくことで満額の老齢基礎年金
を受給することができます。

　保険料を納められなかった期間がある場合や
資格取得などの届け出忘れにより国民年金の資
格がない期間がある場合には、将来の年金受給
額が少なくなったり、年金そのものが受給でき
なくなってしまうことがあります。

　平成14年10月分以降の納められなかった保険料を納められるようになります。
ただし、既に老齢基礎年金を受給されている方や、65歳以上で老齢基礎年金の受給資格をお持
ちの方は、後納制度を利用することができませんのでご注意願います。
　なお、後納保険料を納付するためには事前に申し込みいただき審査をさせていただくことに
なります。審査の結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。

　法律が改正され、平成24年10月1日から国民
年金保険料を納めることができる期間が過去2
年から10年に延長となる後納制度が始まります。
※後納保険料を納付できる期間は、平成24年

10月1日から平成27年9月30日までの3年間
です。

　詳しくは、「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年
金事務所へお問い合わせください。
※基礎年金番号の分かる年金手帳などを用意してお問い合わせ

ください。

■問合せ先　・国民年金保険料専用ダイヤル
☎0570(011)050　※一般の固定電話からかける場合は市内通
話料金で利用できます。
☎03(6731)2015　※050または070から始まる電話でおかけ
になる場合。ただし、通常の通話料金がかかります。

　受付時間
○月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は、午後７

時まで延長
○第２土曜日　午前９時30分～午後４時
※祝日、12月29日～１月３日はご利用いただけません
・甲府年金事務所　☎�055(252)1431



�
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
10
月
5
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
�
�
�
�
�
�
�

○
10
月
28
日
（
日
）

�
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

�
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
17
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階

　
実
習
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

　相談内容・相談対応者
○専門家への相談�……………………�弁護士・司法書士
○相談員への相談
　心配ごと（福祉関係）相談�………�民生委員・児童委員
　人権相談�……………………………�人権擁護委員
　行政相談（行政機関について�）…�行政相談委員
　消費生活相談�………………………�消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
予約は、次の社会福祉協議会本所または各
支所のどちらでも結構です。

　毎日の暮らしの中での問題に関しての相談
に応じます。相談は無料で、相談者の秘密は
固く守られます。

芦川町ふれあいプラザ

スコレーパリオ

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

　開設日程

開設場所 開�設�日 時　　間 相　談　員

午後1時30分
～3時30分

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・行政相談委員

■問合せ先　　笛吹市社会福祉協議会　　　同　石和地域事務所　　　同　御坂地域事務所　　　同　一宮地域事務所
☎055（265）5182　　　　　�☎055（262）1267　　　　�☎055（263）0848　　　　�☎0553（47）2288

同　八代地域事務所　　　　同　境川地域事務所　　　同　春日居地域事務所　　同　芦川地域事務所
☎055（265）2240　　　　　�☎055（266）5911　　　　�☎0553（26）3667　　　　�☎055（298）2170

10月24日

11月28日

12月19日

10月18日

12月20日

11月21日

10月10日

12月12日

11月8日

10月2日

12月4日

11月1日

（水）

（水）

（水）

（木）

（木）

（水）

（水）

（水）

（木）

（火）

（火）

（木）

石和会場

御坂会場

一宮会場

八代会場

境川会場

春日居会場

芦川会場

スコレーセンター

御坂農村環境改善センター

八代総合会館

境川総合会館

芦川ふるさと総合センター

いちのみや桃の里
ふれあい文化館

春日居あぐり情報
ステーション

＝
富
士
見
小
学
校
　
穐
山
さ
ん

平
成
23
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
入
選
作
品

▼
投
票
日
　
10
月
21
日
（
日
）

�
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

※
第
11
投
票
所
（
御
坂
町
�

藤
野
木
区
・

新
田
区
・
立
沢
区
）
、
第
29
投
票
所
（
芦

川
町
）
は
午
後
7
時
ま
で

▼
投
票
で
き
る
方

○
年
齢
要
件
　
平
成
4
年
10
月
22
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

○
住
所
要
件
　
平
成
24
年
7
月
13
日
ま

で
に
笛
吹
市
へ
転
入
届
を
さ
れ
、
引

き
続
き
本
市
に
住
ん
で
い
る
方
（
投

票
前
に
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
）

▼
投
票
場
所
　
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

�

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に
投
票

で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
市
内
7
カ
所
の
期
日
前

投
票
所
の
ど
こ
で
も
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
期
間
　
10
月
15
日
（
月
）
〜
20
日
（
土
）

▼
場
所
お
よ
び
時
間

○
市
役
所
南
館

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

○
各
支
所

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時

■
問
合
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
平
成
25
年
笛
吹
市
成
人
式
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
4
年
4
月
2
日
〜
平
成

5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

（
市
外
に
住
所
が
あ
り
、
市
成
人
式

に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
日
時
　
平
成
25
年
1
月
13
日
（
日
）

受
付
　
午
後
1
時
か
ら

開
式
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所

成
人
式
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集

　
成
人
式
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ

る
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
も
、
成
人
を
迎
え
る
先
輩

の
皆
さ
ん
を
一
緒
に
お
祝
い
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

受
付
な
ど
の
会
場
内
の
簡
単
な
業
務

（
予
定
）

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
各
家

庭
の
安
否
確
認
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　
「
白
色
タ
オ
ル
で
我
が
家
は
大
丈
夫

運
動
」
は
、
家
族
の
無
事
を
外
か
ら
一

目
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
家
の
軒
下
や

玄
関
な
ど
目
立
つ
箇
所
に
、
「
白
色
タ

オ
ル
」
な
ど
を
掲
げ
「
我
が
家
に
は
人

的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
事
で
す
」

と
い
う
こ
と
を
周
り
の
人
た
ち
に
知
ら

せ
る
も
の
で
す
。

　
地
震
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
家
族

の
安
否
を
確
認
し
、
無
事
の
場
合
は
「
白

色
タ
オ
ル
」
を
玄
関
先
の
見
え
や
す
い

場
所
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
族
全
員
で
避
難
し
た
場
合

に
は
タ
オ
ル
へ
「
○
○
公
民
館
へ
全
員

で
避
難
し
ま
し
た
」
等
と
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　
今
後
の
災
害
発
生
時
や
防
災
訓
練
な

ど
で
「
白
色
タ
オ
ル
運
動
」
の
実
施
・

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

笛
吹
警
察
署
　
警
備
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

し
む
ら

も
り
お

京
浜
一
宮
会
　
志
邨
守
夫
様

（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

日
本
中
央
競
馬
会�

ウ
イ
ン
ズ
石
和
様

（
石
和
町
窪
中
島
）

【
イ
プ
シ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・

ス
ク
リ
ー
ン
】

御
坂
会
様

（
東
京
都
中
央
区
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】



■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

優勝した尾山チーム

　８月４日、笛吹市青少年育成推進協議会主催による「第８回笛吹市子どもクラブ親善球技大会」

が、いちのみや桃の里ふれあいスポーツ公園で開催されました。石和・御坂・一宮・八代・境川・

春日居の６地区からソフトボール７チーム、ミニソフトバレーボール11チームが参加しました。

　試合当日は、雲一つない快晴で、ときおり吹き抜ける風と、各地区の代表として熱戦を繰り

広げる子どもたちの汗に、清々しさを感じました。

　中学生が、試合中だけでなく休憩時間にも「しっかり水を飲んでおけよ」「時間に遅れるな」

などと声をかけ、小学生がやや照れながらも指示に従う姿を見ていると、この大会や事前の練

習を通じて、年齢・学年を超えた絆が結ばれていく様子が良く分かりました。

　この球技大会には、子どもたちのつながりや地域の結束を深めるところに重要な意味があり

ます。それだけに、近年参加者が減少していることは残念でなりません。地域の子どもが集まり、

協力して何かをするという機会は意外と少なくなっています。より多くの子どもたちに、この

貴重な「仲間と一緒に流す汗」を経験してもらえるように、育成会・子どもクラブ役員の方々、

保護者の皆さんのご協力のもと、積極的なご参加をお願いします。

　ソフトボールの部

　優　勝　二之宮（御坂）

　準優勝　永井・米倉（八代）

　３　位　塩田（一宮）・大坪（境川）

　ミニソフトバレーボールの部

　優　勝　河内（石和）

　準優勝　尾山（御坂）

　３　位　金田（一宮）・春日居B

　８月11日、第41回山梨県子どもクラブ親睦球技大会が甲府市緑が丘スポーツ公園球技

場と甲府市立北中学校体育館で開催されました。

　県内10市町から、ソフトボールの部（男子）に６チーム、ミニソフトバレーボールの

部（女子）に14チームが参加しました。

　地区大会・市大会を勝ち抜いて出場した笛吹市

代表の３チームは、メンバー全員が力を合わせ、

優秀な成績を収めました。

　ソフトボールの部

　３　位　二之宮チーム（御坂）

　ミニソフトバレーボールの部

　優　勝　尾山チーム（御坂）

　準優勝　河内チーム（石和）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
�

　
　
　
　
　
　

　　
市
で
は
こ
れ
ま
で
の
資
源
消
費
型
社

会
か
ら
脱
却
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有

効
利
用
し
つ
つ
、
循
環
型
社
会
の
構
築

を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
19
年
11
月

に
「
笛
吹
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
主
要
な

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
生

ご
み
等
の
堆
肥
化
施
設
の
計
画
案
を
、

次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

都
市
計
画
素
案
の
縦
覧
お
よ
び
意
見

書
の
提
出

▼
縦
覧
期
間
　
10
月
2
日
（
火
）
〜
16
日

（
火
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

▼
縦
覧
場
所

○
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
（
市
役

所
南
館
2
階
）

○
産
業
観
光
部
農
林
振
興
課
（
市
役
所

2
階
）

○
八
代
支
所
地
域
課

▼
意
見
書
の
提
出
　
計
画
案
に
対
す
る

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
縦
覧
期
間
内
に
、
意
見
の
要
旨

お
よ
び
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
載
し
た
書
面
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
意
見
書
の
提
出
先
　
建
設
部
ま
ち
づ

く
り
整
備
課
（
南
館
2
階
）

〒
4
0
6
―
0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
―
1

▼
提
出
期
限
　
10
月
16
日
（
火
）

　
午
後
5
時
15
分
ま
で
　
※
様
式
自
由

▼
提
出
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参
で
提

出
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
　
意
見
書
の
要
旨
に
つ
い
て

は
、
11
月
上
旬
に
予
定
し
て
い
る
公

聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
ま
ち
づ
く
り
整
備
課�

計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

・
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
3

　
基
本
構
想
骨
子
（
案
）
の
説
明
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
15
日
（
月
）

　
午
後
7
時
〜
9
時

▼
場
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎
　
1
階

1
0
1
会
議
室

※
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
不
要
で

す
。

■
問
合
せ
先

　
県
リ
ニ
ア
推
進
課�

リ
ニ
ア
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
6
6
4

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

石和第五保育所備品購入

小型動力ポンプ付積載車購入

小型動力ポンプ積載水槽車購入

境川送水管布設工事実施設計業務委託

下水道関連導・配水管布設替工事実施設計業務委託（石和）

下水道管渠実施設計委託第3工区（石和）

八代ふるさと公園公衆トイレ建築確認申請及び工事監理業務委託

緊急舗装修繕業務委託3

舗装本復旧工事（1工区）

舗装本復旧工事（2工区）

舗装本復旧工事（3工区）

緊急維持修繕業務委託4

市道1-26号線（旧御坂950号線）1号取付工事

市道1-5号線（旧石和5号線）道路改良工事

市道1-12号線（旧石和8号線）橋梁上部工工事

八代ふるさと公園拡張整備工事（1工区）

御坂・石和間送水管布設工事実施設計業務委託

水路改修測量設計業務委託（境川）

笛吹市議会中継システム構築工事

八代町岡地内水路改修工事

東新居水路改修工事

石和町松本

八代・石和町

石和町小石和

石和町河内・小石和

八代町岡

石和町・一宮町・春日居町

境川町

境川町

境川町

石和町

御坂町成田

石和町広瀬

石和町東油川

八代町岡

御坂町下野原～石和町四日市場

境川町

笛吹市議会事務局

八代町岡

一宮町東新居

¥8,000,000

¥7,000,000

¥12,000,000

¥2,800,000

¥7,500,000

¥22,000,000

¥1,500,000

¥10,000,000

¥8,000,000

¥8,000,000

¥5,700,000

¥9,500,000

¥7,500,000

¥15,500,000

¥48,000,000

¥100,000,000

¥8,000,000

¥4,700,000

¥9,300,000

¥1,350,000

¥5,900,000

（株）小林事務機

不調

東八防災（株）

（株）東洋コンサルタント山梨営業所

日本水工設計（株）山梨事務所

（株）理工エンジニアリング

一級建築士事務所アトリエK

（株）日昇建設

（株）中村工務店

（株）NIPPO山梨統括事業所

（株）MUKAI

（株）小越建設

（株）総合建設斉藤組

（有）末木建設

（株）栗田工業

矢崎興業（株）

（株）山水コンサルタント笛吹支店

（株）宮下測量

NECネッツエスアイ（株）甲府営業所

（有）笛南興業

（株）小越建設

¥7,760,000

-

¥11,900,000

¥1,840,000

¥4,122,000

¥17,000,000

¥1,300,000

¥9,300,000

¥7,650,000

¥7,800,000

¥5,000,000

¥7,410,000

¥6,300,000

¥12,300,000

¥46,000,000

¥80,000,000

¥3,950,000

¥3,090,000

¥9,000,000

¥1,250,000

¥4,830,000

春日居町寺本（市消防団
春日居分団第3部）

芦川町中芦川
（市消防団芦川分団）

平成24年8月7日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年8月21日

〃

〃

〃

〃

〃

〃



　
江
戸
時
代

に
成
立
し
た

貨
幣
制
度
を

支
え
た
金
銀

山
。
甲
斐
や

越
後
・
佐
渡

で
は
、
鉱
山

に
関
わ
る
人
々

の
交
流
が
生

ま
れ
、
卓
越

し
た
採
掘
・

製
錬
の
技
術
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
か

つ
て
の
「
黄
金
の
国
々
」
の
姿
と
、
金

山
に
お
け
る
人
・
モ
ノ
・
技
術
等
の
交

流
に
迫
り
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
6
日
（
土
）
〜
12
月
3
日

（
月
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
会
場
　
企
画
展
示
室

▼
観
覧
料

○
一
般
　
　
　
　
1
0
0
0
円

○
高
校
・
大
学
生
　
5
0
0
円

○
小
・
中
学
生
　
　
2
6
0
円

　
初
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
の
た
め
の

初
級
編
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
13
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

※
聴
講
無
料
、
た
だ
し
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

　
当
館
学
芸
員
に
よ
る
、
歴
史
を
楽
し

く
学
べ
る
講
座
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
21
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

※
聴
講
無
料
・
申
し
込
み
不
要

　
収
穫
、
皮
む
き
体
験
な
ど
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

　
午
前
10
時
、
午
前
11
時
、
午
後
1
時
、

午
後
2
時

▼
会
場
�

体
験
学
習
室

▼
定
員
�

各
回
と
も
先
着
20
人

※
参
加
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

甲州金（県立博物館蔵）

　
縄
文
時
代
中
期
、
区
画
文
と
呼
ば

れ
る
、
土
器
の
表
を
細
か
く
区
画
し
、

文
様
で
埋
め
尽
し
た
土
器
の
特
別
展

を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間
　
10
月
20
日
（
土
）
〜

　
11
月
30
日
（
金
）

▼
日
時
　
10
月
27
日
（
土
）

○
小
学
生
の
部
　
午
前
9
時
〜
11
時

○
大
人
の
部

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
定
員
　
各
回
10
人
（
要
申
し
込
み
）

▼
材
料
費
　
3
0
0
円

※
11
月
23
日
（
祝
・
金
）
は
「
縄
文
祭

り
」
で
土
器
の
野
焼
き
を
し
ま
す
。

　
ク
ラ
フ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
か
ご
（
高

さ
約
10
㎝
）
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら

▼
定
員
　
15
人
（
要
申
し
込
み
）

▼
材
料
費
　
２
0
0
円

※
小
学
生
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

�

11
月
3
日
は
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

の
誕
生
日
。
こ
れ
を
記
念
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
入
館

無
料
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
3
日
（
祝
・
土
）

▼
内
容

○
薄
茶
席
ふ
る
ま
い
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
先
着
1
0
0
人
分
）

○
土
偶
つ
く
り
　
午
後
1
時
〜
4
時

・
材
料
費
2
0
0
円
（
申
し
込
み
不

要
、
当
日
持
ち
帰
れ
ま
す
）

収
蔵
庫
特
別
公
開
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

　
発
掘
調
査
時
の
出
土
品
を
保
存
公

開
す
る
当
館
は
、
11
月
10
日
の
中
央

道
全
線
開
通
三
十
周
年
記
念
日
に
協

賛
し
、
当
日
は
入
館
無
料
と
し
ま
す
。

　
地
元
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が
描

い
た
作
品
を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
　
10
月
13
日
（
土
）
〜

　
11
月
30
日
（
金
）

■
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

　
火
曜
・
祝
日
の
翌
日
（
土
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

移
転
部
署

▼
南
館
2
階
か
ら
春
日
居
支
所
2
階
へ

○
建
設
部

・
土
木
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
3

・
管
理
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
2

・
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

※
建
設
部
へ
の
電
話
は
現
在
の
番
号
が

　
利
用
で
き
ま
す
。
市
役
所
の
代
表
番

号
（
☎
0
5
5
―
2
6
2
―
4
1
1
1
）

に
か
け
て
も
転
送
し
ま
す
。

な
お
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
0
5
5
3

（
2
6
）
6
0
5
4
に
変
わ
り
ま
す
。

▼
南
館
2
階
か
ら
南
館
4
階
へ

○
公
営
企
業
部

・
業
務
課

・
水
道
課

・
下
水
道
課

　
標
高
8
3
9
m
に
位
置
す
る
本
校
は

黒
岳
を
源
流
と
す
る
芦
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

芸
術
的
な
石
垣
と
伝
統
的
な
カ
ブ
ト
屋

根
の
家
屋
に
囲
ま
れ
た
、
山
間
の
学
校

で
す
。
こ
の
大
自
然
を
ス
テ
ー
ジ
に
、

異
年
齢
集
団
に
よ
る
様
々
な
学
習
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
二
十
四
の
瞳
は

よ
り
輝
い
て
い
き
ま
す
。
ス
ズ
ラ
ン
畑

親
子
清
掃
体
験
・
植
樹
体
験
・
勤
労
生

産
体
験
と
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
に
包
ま
れ

る
中
で
上
級
生
が
下
級
生
の
手
を
と
っ

て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
業
前
学
習
（
1
校
時
が
始
ま
る
前
に

行
う
学
習
）
や
給
食
、
そ
し
て
清
掃
活

動
か
ら
授
業
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自

分
の
利
よ
り
も
先
に
周
り
の
人
を
大
切

に

す

る

こ

と

を

覚

え

て
行
き
ま
す
。

「
少
数
に
な

れ

ば

精

鋭

に

な

る

」

を

合

い

言

葉

に

今

日

も

静

か

な

森

に

声

が

響
き
ま
す
。

　

　
私
た
ち
石
和
中
教

職
員
は
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
取
れ
た

生
徒
の
育
成
を
目
指

し
、
「
す
べ
て
は
生

徒
の
た
め
に
、
自
ら

の
学
び
を
大
切
に
し
、

地
域
や
保
護
者
の
皆

様
と
連
携
す
る
」
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
よ
り
、

県
研
究
指
定
校
と
し
て
、
学
力
向
上
の

先
導
的
な
役
割
を
担
う
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス

ク
ー
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
研
究
主
題
を
「
主
体
的
に
よ
り
よ

く
生
き
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成
〜
守

破
離
を
意
識
し
た
教
育
実
践
〜
」
と
し

て
、
授
業
公
開
を
中
心
に
研
究
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
ま
ず
基
礎
基
本
を
忠
実

に
学
び
、
次
に
基
礎
を
ベ
ー
ス
に
自
分

な
り
の
考
え
を
示
し
、
さ
ら
に
自
ら
の

道
を
切
り
開
い
て
い
く
「
守
破
離
」
と

い
う
学
び
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
生
徒

に
求
め
ら
れ
て
い
る
確
か
な
学
力
の
向

上
が
少
し
で
も
図
れ
る
よ
う
、
授
業
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

　
本
庁
舎
耐
震
改
修
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
、
7
月
か
ら
南
館
お
よ
び

春
日
居
支
所
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
11
月
5
日
（
月
）
か
ら
業
務
場

所
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

■問合せ先　管財課　管理担当
　☎055（262）4111

建設部移転先
▼春日居支所（春日居町寺本136）



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

10
月
6
日
（
土
）
・
13
日
（
土
）
・
20

日
（
土
）
・
27
日
（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

10
月
11
日（
木
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

10
月
4
日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

10
月
25
日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　
（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
10
月
13
日
（
土
）
午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

10
月
9
日
（
火
）
・
23
日
（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

10
月
19
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会

10
月
27
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

視
聴
覚
室

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

10
月
3
日
（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会
〜
　

10
月
7
日
（
日
）
・
14
日
（
日
）
・
28

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

10
月
13
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

10
月
12
日
（
金
）
・
26
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

10
月
17
日
（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
10
月
21
日
（
日
）
午
後
2
時
か
ら

※
全
て
の
お
は
な
し
会
で
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
に
ち
な
ん
だ
工
作
を
し
ま
す
。

●
エ
ン
ジ
ョ
イ
　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

10
月
6
日
（
土
）・
13
日
（
土
）・
20
日

（
土
）・
27
日
（
土
）
午
前
11
時
か
ら

※
10
月
は
通
常
の
『
え
ほ
ん
で
G
O
!

』

『
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
』
は
『
エ

ン
ジ
ョ
イ
　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
』
に
変
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

10
月
3
日
（
水
）
・
10
日
（
水
）
・
17

日
（
水
）
・
24
日
（
水
）
・
31
日
（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
さ
か
い
が
わ

10
月
6
日（
土
）
午
後
2
時
か
ら
（
毎

週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

�

（
乳
幼
児
向
け
）

10
月
16
日
（
火
）
・
30
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！

10
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

10
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

10
月
27
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随

時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し
登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

石
倉
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館
　
1
日（
月
）・
9
日（
火
）・

15
日（
月
）・
22
日（
月
）・
29
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

3
日
（
水
）・
6
日
（
土
）
※
学
び
の
杜

電
気
点
検
の
た
め
休
館
・
10
日（
水
）・

17
日（
水
）・
24
日（
水
）
31
日（
水
）

◆
一
宮
図
書
館

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

22
日（
月
）・
29
日（
月
）・
31
日（
水
）

◆
八
代
図
書
館
　
1
日（
月
）・
8
日（
月
）・

15
日（
月
）・
22
日（
月
）・
29
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室
　
7
日（
日
）・
8
日（
月
）・

14
日（
日
）・
21
日（
日
）・
28
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

1
日（
月
）・
9
日（
火
）・
15
日（
月
）・

22
日（
月
）・
29
日（
月
）・
31
日（
水
）

“トリック　オア　トリート！”～おばけといっしょにいたずらしちゃうよ～

　市立図書館ではおはなし会やゲームなど楽しい企画を用意してお待ちしています。

　図書館でハロウィンを楽しもう！（詳しくは図書館インフォメーションをご覧ください）

●石和図書館　「ハロウィンパーティー」

●一宮図書館　「リサ&ガスパールハロウィンおはなし会」

●御坂図書館　「ハロウィンおはなし会」

●春日居ふるさと図書館　「おりがみでハロウィン」

●八代図書館　「エンジョイ　イングリッシュ　ハロウィン」

●境川図書室　「ハロウィンさかいがわ」

　日　時　10月27日（土）午後１時30分から

　場　所　石和図書館　２階　視聴覚ホール

　内　容　・「みんないってしまう」山本文緒　　　　・「証言」松本清張

　　　　　・「メリー・ゴー・ランド」三浦哲郎ほか

　入場料　無料

　日　時　10月28日（日）午前９時～午後３時

　場　所　八代図書館ロビー

※年間を通じて、各館で開催しています。

　広報ふえふき等で日程をご確認ください。



スカパー（衛星放送局）で
夏祭りをPR

バラの花ガラ摘みや草取りの作業に汗を流
した小学1年生から高校3年生までの34人

横断幕をグラウンド南側に設置＝7月27日

　
笛
吹
高
校
自
転
車
部
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
・
ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
・

す
い
れ
き
太
鼓
部
・
植
物
研
究
部

が
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
と
し
て
、

7
月
20
日
、
笛
吹
高
校
同
窓
会
設

立
総
会
実
行
委
員
会
は
、
母
校
に

横
断
幕
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
そ
の
甲
斐
も
あ
り
ラ
イ
フ
ル
射

撃
部
は
「
エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
立
射

40
発
競
技
女
子
団
体
」
で
見
事
に

全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
現
在
、
同
会
は
11
月
25

日
に
笛
吹
高
校
体
育
館
に
お
い
て
、

笛
吹
高
校
同
窓
会
設
立
総
会
を
開

催
す
る
た
め
、
旧
石
和
高
校
・
旧

山
梨
園
芸
高
校
の
同
窓
生
が
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
8
月
12
日
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公

園
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、

1
万
1
3
4
2
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー

の
応
援
の
中
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
対
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
戦

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
試
合
は
、
「
笛
吹
市
サ
ン
ク

ス
デ
ー
」
と
し
て
、
市
出
身
の
ロ

ッ
ク
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
「
Ａ
Ｒ

Ｉ
Ａ
」
さ
ん
が
演
奏
を
行
い
会
場

を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、
ア
ウ
ェ
イ

来
場
者
に
市
特
産
品
の
ぶ
ど
う
を

配
布
し
、
市
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
浅
川
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
児
童
が
掲

げ
る
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
フ
ラ
ッ
グ
に

続
き
、
境
川
保
育
園
の
園
児
が
選

手
と
手
を
つ
な
ぎ
入
場
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
浅
川
中
学
校
の
生
徒
は
、

試
合
の
ボ
ー
ル
パ
ー
ソ
ン
を
務
め

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
8
月
22
日
、
富
士
見
小
学
校
6

年
の
梶
田
凪
さ
ん
（
山
梨
ジ
ュ
ニ

ア
体
操
ク
ラ
ブ
所
属
）
が
、
市
役

所
を
訪
れ
、
体
操
の
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
東
西
A
B
決
勝
大
会
、

女
子
の
A
ク
ラ
ス
（
小
学
5
年
〜

中
学
3
年
、
自
由
演
技
）
で
個
人

総
合
優
勝
に
輝
い
た
こ
と
を
荻
野

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
小
学
生
か
ら
高

校
生
の
体
操
競
技
選
手
を
対
象
と

し
た
全
国
大
会
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
世
界
選
手
権
の
登
竜
門
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
梶
田
さ
ん
は
、
「
練
習
の
成
果
が

出
た
。
次
の
大
会
も
頑
張
り
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
、
荻
野
市
長
は
「
市

か
ら
世
界
に
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
8
月
4
日
、
石
和
温
泉
駅
前
広
場

の
緑
地
に
植
え
ら
れ
て
い
る
１
０
２

種
類
4
5
0
株
の
バ
ラ
を
育
て
て
い

る
笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
小
松
孝
一

郎
会
長
）
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
バ
ラ
の
管
理
作
業
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
石

和
地
域
事
務
所
が
開
催
し
た
夏
休

み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
中

で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
石
和
中
学
校
の
梶
原
留
奈
さ
ん

は
「
掃
除
を
し
て
す
ご
く
き
れ
い

に
な
っ
て
心
も
う
れ
し
く
感
じ
ま

し
た
」
と
話
し
、
同
校
の
秋
山
桃

子
さ
ん
か
ら
は
「
バ
ラ
の
甘
い
香

り
の
な
か
で
汗
を
か
き
な
が
ら
活

動
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

荻野市長や富士見小学校の先生、
保護者と記念撮影に臨む梶田さん

な
ぎ

■問合せ先　環境推進課　☎�055（262）4111

　「地面に穴を掘っての焼却」「ドラム缶やブロックで囲む等の簡易的な焼却施設での焼却」は、
野焼きと同じで法律で禁止されています。違反した場合、懲役や罰金などで処罰されます。
　ただし、次の場合は、生活環境に支障のない範囲で例外として認められています。
　農業・林業を営むためやむを得ない剪定枝の焼却
　どんど焼き等の地域行事に伴う焼却
　小規模な落ち葉のたき火など
　これらの場合でも、煙・臭い・灰などが近隣の迷惑にならないよう風向きや時間帯などを考
慮していただき、近隣の方へ事前に声をかける等の配慮をお願いします。
　また、家庭ごみについては、焼却せず分別してごみ収集日に出してください。タイヤ・ビニ
ール・プラスチック類などは、黒煙や悪臭が発生しますので絶対に焼却しないでください。

　ねこを飼っている方、これから飼い始めようと思っている方
など、ねこの気持ちを理解して、ねことの暮らしをより楽しめ
るよう、お話を聞いてみませんか。当日は、「ねこの飼い方相
談会」も開催されます。
　日時　10月27日（土）午後2時～4時（受付�午後1時30分から）
　場所　南巨摩合同庁舎３階大会議室（富士川町鰍沢771-2）
　講師　加藤由子先生
※参加ご希望の方は事前にお申し込みください。

■問合せ先　県動物愛護指導センター　☎�055（273）5034
　　　　　　県峡南保健所　衛生課　　☎�0556（22）8151

　動物を捨てることは、自然
の生態系を壊す危険があり、

「動物の愛護及び管理に関す
る法律」に違反することにも
なります。かけがえのない命
です。最後まで責任をもって
飼いましょう。

日にち

金　田

竹原田

田　中
10月 6日（土）

7日（日）

13日（土）

14日（日）

地　区

末　木 小池板金前志村氏宅駐車場

竹原田公民館

老人憩いの家（旧公民館）

田中公民館 午前６時～８時

午前７時～８時

午前７時～８時30分

午前６時～８時30分

中　尾

塩　田 塩田公民館

中尾公民館 午前６時30分～８時

午前６時30分～８時

土　塚

石 マルイ果実組合

熊野神社境内 午前６時～８時30分

午前６時30分～８時30分

場　所 時　間

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディーゼル燃

料になり、ごみ収集車などに利用されます。10月は一宮地区で実施しますので、ご家庭に廃食油があれば、

ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。

　なお、会場となる地区以外の方もお持ち込みいただけますのでご利用ください。

　日時・場所　

　回収する油の種類　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）
○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。
○天かすなどは取り除いてください。
○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。
○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。



レインボースターマイン＝
8月21日、撮影：鵜飼橋下

甲斐之国御坂天雷太
鼓保存会の演奏

お楽しみ抽選会で特別賞を獲得

連日たくさんの観客が
詰めかけた鵜飼会場

射的コーナーに殺到石和南小御陣屋太鼓

　
多
彩
な
花
火
は
、
観
客
を
夜
空
に

く
ぎ
付
け
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
大
会
に
花
火
業
者
と
し
て
参
加
し

て
い
た
山
内
煙
火
店
（
石
和
町
松
本
）

は
、
8
月
25
日
に
秋
田
県
で
行
わ
れ

た
「
第
86
回
全
国
花
火
競
技
大
会（
大

曲
の
花
火
）
」
で
、
最
高
賞
の
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
が
キ
ャ
ン
ド

ル
の
光
で
照
ら
さ
れ
雰
囲
気
を
演

出
し
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
「
大
」
の
文
字
は
、
夏

の
風
物
詩
と
し
て
の
「
と
も
し
び
」
を

放
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
盆
の
夜
、
お
ご
っ
そ
う
家
（
芦

川
農
産
物
直
売
所
）
が
、
た
く
さ
ん

の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ガ
ー
ル
ズ
バ
ン
ド
、
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
ダ
ン
ス
、
民
謡
が
催
さ
れ
、

皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
が

会
場
に
響
き
、
盆
お
ど
り
の
輪
は

幾
重
に
も
広
が
り
ま
し
た
。

　
午
後
5
時
の
開
始
か
ら
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
告
げ
る
花
火
シ
ョ
ー
ま
で

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　
市
部
通
り
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、

空
手
演
舞
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
8
月
24
日
、
御
坂
児
童
セ
ン
タ

ー
は
学
童
保
育
を
利
用
す
る
小
学

生
約
70
人
を
対
象
に
、
太
陽
光
エ

コ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
が
環

境
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
を
出
題
し
た
り
、

市
内
の
太
陽
光
発
電
メ
ー
カ
ー
が

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
発
電
す
る

仕
組
み
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市

と
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
）
と
が
共
同
で
設
置
し
た
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が
あ
り
、
平
成

23
年
度
の
1
年
間
で
1
万
５
０
５

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
発
電
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
般
家
庭
の

約
3
年
分
の
消
費
電
気
量
に
相
当

し
ま
す
。

　
8
月
24

日
、
一
宮

町
文
化
協

会
書
道
部
・

蜂
城
天
神

社
主
催
に

よ
る
「
第

四
十
二
回

蜂
城
山
書

道
展
」
入
賞
者
の
表
彰
式
が
、
八
城

山
頂
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

応
募
さ
れ
た
作
品
は
園
児
・
学
生
・

一
般
で
７
０
０
点
に
な
り
、
そ
れ
ら

は
、
神
社
へ
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
上

位
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

○
天
神
社
大
賞
　

　
一
宮
北
小
6
年
　
丸
山
慶
起

○
浅
間
神
社
賞
　

　
一
宮
中
3
年
　
　
澤
登
理
奈

○
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　
一
宮
北
小
2
年
　
沼
中
あ
や
り

○
山
梨
放
送
賞
　

　
一
宮
中
1
年
　
　
鈴
木
さ
や
香

○
香
雲
賞
　

　
一
宮
中
2
年
　
　
中
村
太
室

○
特
別
推
薦
　

　
一
宮
南
小
5
年
　
岩
間
萌
楓

　
一
宮
西
小
3
年
　
河
野
心
里

陸上自衛隊北富士駐屯地の第 1 特科
隊による炊飯訓練＝石和町唐柏区

自主防災組織による救命救護訓練
＝石和町唐柏区

太陽光発電パネルの電池部分（セ
ル）を実際に触る児童

　
8
月
31
日
、
J
R
A
ウ
イ
ン
ズ

石
和
か
ら
市
消
防
本
部
に
、
消
防

業
務
の
充
実
強
化
の
た
め
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
機
器
一
式
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
消
防
本
部
を
訪
れ
た

ウ
イ
ン
ズ
石
和
の
関
沢
所
長
（
写

真
左
）
か
ら
消
防
本
部
中
込
消
防

長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

機
器
は
、
消
防
業
務
に
お
け
る
研

修
会
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　　
9
月
2
日
、
笛
吹
市
総
合
防
災

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
市
や
各
行
政

区
な
ど
が
連
携
し
、
被
災
時
を
想

定
し
た
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
各
行
政
区
で
は
、
消
火
訓
練
の

ほ
か
、
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
使
っ
た
救
命
救
護
訓

練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。



この宝くじの収益金は市町
村の明るいまちづくりや環
境対策、高齢化対策など地域
住民の福祉向上のために使
われます。

http://twitter.com/fuefuki_city

市ホームページの観光ページより

http://www.facebook.com/fuefukicity

「笛吹市ツイッター」市ホームページと連携し、
新着情報など逐次掲載しています

「笛吹市フェ
イスブック」

新 着 情 報 は
も ち ろ ん 、
イ ベ ン ト 　
情 報 も 満 載

　新着情報やイベント情報などを中心に情報を発信中です。

　市ホームページの「市政」「暮らし」「観光」ページを開いていただくと、画面左下に、それぞれ

のバナーがあります。そちらから直接アクセスできますので、ぜひご覧ください。

※ツイッター
　（Twitter）とは・・・

140字以内の短文を
投稿できる情報サー
ビスです。日本では
「つぶやき」と訳さ
れています。

※フェイスブック
　（facebook）とは・・・

世界最大のSNS（ソ
ーシャル・ネットワ
ーキング・サービス）
です。こちらでは、
画像なども掲載する
ことができます。

■問合せ先　経営企画課　広聴広報担当　☎�055（262）4111
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